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福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

楠

本

美

智

子

は

じ

め

近
世
社
会
で
は
、
夫
役
は
年
貢
と
共
に
重
要
な
貢
租
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
な
う
農
村
政
策
が
藩
政
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

千－
w

福
岡
藩
で
は
夫
遣
い
が
郡
方
御
仕
置
の
根
元
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
農
政
改
革
の
際
に
は
必
ず
夫
役
政
策
に
も
手
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
政
策
の
変
化
は
究
極
的
に
は
貨
幣
経
済
の
発
展
・
商
品
流
通
の
展
開
に
よ
る
農
村
の
変
質
、
農
民
層
の
分
解
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

江
戸
時
代
中
・
後
期
の
夫
役
の
主
な
も
の
は
、
濯
概
用
水
の
整
備
に
伴
な
う
普
諸
夫
役
で
あ
っ
た
が
、
福
岡
藩
で
は
東
部
に
長
崎
街
道

が
走
り
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
筑
前
六
宿
の
人
馬
調
達
等
交
塑
大
役
も
重
要
な
夫
役
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
般
に
夫
役
は
代
米
・
代
銭
納
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
専
門
の
請
負
者
が
存
在
し
て
く
る
様
に
な
る
。
福
岡
藩
で
は

明
和
期
以
降
、
「
現
夫
仕
ィ
」
を
主
と
し
た
地
域
、
「
夫
銭
納
」
を
主
と
し
た
地
域
と
に
分
か
れ
た
が
、
「
現
夫
仕
イ
」
の
地
域
で
も
一
部
の

夫
役
は
代
銭
納
化
さ
れ
て
い
た
。
「
現
夫
仕
ィ
」
と
「
夫
銭
納
」
の
ど
ち
ら
を
主
と
す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
結

果
で
あ
り
、
普
請
夫
役
や
交
通
夫
役
自
体
は
増
大
す
る
事
は
あ
っ
て
も
な
く
な
る
事
は
な
く
、
絶
え
ず
農
民
に
は
重
い
負
担
で
あ
っ
た
。

福
岡
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る
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福
岡
藩
の
夫
役
に
つ
い
て
は
秀
村
選
三
氏
の
一
連
の
労
作
が
あ
る
。
秀
村
氏
は
夫
役
を
そ
の
収
取
関
係
か
ら
六
つ
に
大
別
し
て
、
夫
役

の
変
遷
、
賦
課
基
準
、
領
主
の
規
制
等
夫
役
の
基
本
的
な
問
題
を
検
討
し
て
、
「
夫
役
の
賦
課
、
収
取
は
幕
末
ま
で
藩
の
収
取
体
系
の
中
に

あ
っ
て
一
つ
の
構
成
要
素
」
を
な
し
て
お
り
、
夫
役
は
領
国
体
制
が
存
立
す
る
た
め
の
労
働
力
で
、
そ
の
代
銭
納
化
、
現
夫
へ
の
賃
銭
払

い
が
、
幕
末
、
明
治
期
の
藩
営
・
官
営
事
業
の
労
働
者
に
つ
な
が
っ
て
い
く
性
格
を
も
っ
と
指
摘
し
て
い
る
。

Z
 

福
岡
藩
の
夫
役
の
詳
細
は
秀
村
選
三
氏
の
論
考
に
譲
り
、
本
稿
で
は
先
学
の
福
岡
藩
政
史
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
中
期
以
降
の
夫
役

政
策
の
概
略
を
年
次
を
追
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
現
存
の
史
料
を
整
理
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
夫
役
・
夫
銭
の
農
民
の
負
担
に
つ
い

て
、
天
保
期
の
遠
賀
郡
修
多
羅
触
を
一
例
と
し
て
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
岡
藩
の
夫
役
政
策

福
岡
藩
で
は
夫
遣
（
仕
）
い
が
郡
方
の
根
本
に
係
わ
る
も
の
と
の
認
識
の
も
と
に
、
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
夫
役
政
策
が
遂
行
さ

れ
て
い
っ
た
。

福
岡
藩
で
は
享
保
十
七
年
の
飢
謹
後
、
農
村
の
復
興
を
は
か
る
た
め
に
郡
方
支
配
機
構
を
整
備
し
、
免
率
を
引
下
げ
、
荒
地
を
起
返
す

z
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政
策
を
と
る
一
方
、
櫨
の
栽
培
を
勧
め
る
等
し
て
農
民
経
営
の
維
持
・
安
定
化
に
務
め
た
。
荒
廃
し
た
農
村
の
復
興
に
際
し
て
は
夫
役
の

令”
ψ

今
↓

徴
発
が
必
要
で
あ
り
、
享
保
末
年
か
ら
寛
保
年
間
に
か
け
て
一
連
の
夫
役
政
策
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
政
策
は
元
文
四
年
、

夫
役
の
賦
課
基
準
を
高
役
（
各
村
へ
の
賦
課
は
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
役
高
が
基
準
と
な
り
、
村
に
賦
課
さ
れ
た
夫
役
は
百
姓
の
持
高
を

令
aw

基
準
に
割
付
け
ら
れ
た
と
い
う
）
か
ら
面
役
へ
と
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
面
役
と
は
一
五
才
よ
り
六

O
才
ま
で
の
男
子
に
人
別
割
で
夫

役
を
負
担
さ
せ
る
政
策
で
あ
る
。
飢
館
後
の
福
岡
藩
で
は
労
働
力
の
不
足
か
ら
奉
公
人
給
米
が
高
騰
し
、
労
働
力
の
確
保
の
た
め
に
他
編

へ
の
男
女
奉
公
が
禁
じ
ら
れ
（
享
保
十
九
年
）
、
博
多
で
は
日
用
支
配
人
の
嶋
井
久
右
衛
門
・
桜
田
伝
兵
衛
が
旅
日
雇
を
他
領
よ
り
連
れ
て



守
A
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く
る
計
画
を
た
て
た
（
元
文
二
年
）
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
の
面
役
の
採
用
は
、
夫
役
の
労
働
力
を
確
保
す
る
意
味
か
ら
、
上
層
農
民
か

ら
遊
民
に
至
る
ま
で
、
領
民
全
般
を
把
握
し
な
お
し
て
、
夫
役
の
均
一
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

面
役
の
採
用
と
い
っ
て
も
こ
れ
以
前
、
人
別
割
で
の
夫
役
賦
課
も
あ
っ
た
し
、
面
役
が
農
村
の
実
態
に
合
わ
ず
に
直
ぐ
に
も
と
の
高
役

《回】

に
戻
っ
た
夜
須
郡
等
の
例
も
あ
り
、
面
役
が
採
用
さ
れ
た
郡
で
も
、
軒
割
や
年
貢
を
基
準
と
し
た
俵
割
等
が
存
続
し
た
が
、
大
方
は
面
役

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
時
期
は
夫
役
政
策
上
大
き
な
転
換
の
時
期
で
あ
っ
た
。
面
役
制
で
は
大
正
屋
・
庄
屋
・
組
頭
に
は
面
役
御

免
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
殊
に
大
庄
屋
・
圧
屋
に
は
家
内
の
者
に
至
る
迄
面
役
が
除
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
寛
保
三
年
に
は
面
役
売
買

禁
止
令
が
出
さ
れ
た
。

享
保
末
年
か
ら
寛
保
年
聞
に
か
け
て
は
、
飢
謹
後
の
農
村
復
興
を
目
差
し
て
改
革
が
行
わ
れ
、
飢
鐘
後
の
労
働
力
確
保
の
点
か
ら
、
ま

た
農
民
の
階
層
分
化
に
対
応
す
る
眠
課
方
式
と
し
て
の
面
役
制
の
実
施
等
に
よ
っ
て
農
村
支
配
が
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
「
前
々
よ
り
夫

留
と
申
候
而
四
月
よ
り
六
月
迄
、
八
月
よ
り
十
月
迄
百
性
耕
作
仕
候
た
め
夫
役
用
捨
に
て
候
、
然
共
夫
故
に
耕
作
念
を
入
候
共
不
相
聞
、

却
て
根
付
草
さ
ら
へ
等
魚
末
に
も
有
之
と
相
聞
候
条
、
此
以
後
夫
留
相
止
、
差
向
候
川
田
地
之
破
損
早
速
致
修
語
、
其
外
夫
役
無
用
捨
召

（

M｝
 

仕
可
申
事
」
と
一
時
的
に
せ
よ
夫
留
を
廃
止
し
た
こ
の
通
達
で
、
農
村
の
荒
廃
が
窺
わ
れ
、
農
村
支
配
の
む
つ
か
し
さ
、
藩
側
の
苛
立
ち

が
窺
え
る
。

次
の
夫
役
政
策
の
大
き
な
転
換
は
、
宝
暦
十
二
年
か
ら
明
和
期
の
改
革
の
中
で
な
さ
れ
た
。
藩
財
政
の
危
機
を
乗
切
る
た
め
に
、

失
脚
し
て
い
た
吉
田
久
兵
衛
保
年
（
高
年
）
が
再
び
当
職
に
任
用
さ
れ
、
郡
方
請
持
を
兼
ね
て
藩
政
全
般
を
掌
握
す
る
と
、
直
ち
に
窮
乏

し
た
藩
財
政
の
改
革
に
乗
出
し
た
。
久
兵
衛
の
政
策
は
農
村
支
配
の
強
化
と
年
貢
増
徴
策
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
福
岡
藩
領
を
五
地
域

（
遠
賀
・
鞍
手
、
両
粕
屋
・
宗
像
、
上
座
・
下
座
・
嘉
麻
・
穂
波
、
那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠
、
恰
土
・
志
摩
・
早
良
）
に
分
け
、
郡
代

を
廃
し
て
郡
奉
行
に
直
接
農
村
を
支
配
さ
せ
た
こ
と
（
宝
暦
十
二
年
）
、
軸
帳
の
作
成
に
よ
っ
て
各
村
の
年
貢
か
ら
村
切
立
に
至
る
ま
で
各

村
の
総
負
担
量
を
把
握
し
（
明
和
七
年
）
、
そ
の
後
定
免
制
を
し
い
た
こ
と
、
困
窮
百
姓
の
た
め
の
村
救
銀
を
設
置
し
た
こ
と

時

（
明
和
七

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察
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年
）
、
更
に
夫
役
の
代
銭
納
化
を
試
み
た
こ
と
（
宝
暦
十
四
年
）
で
あ
っ
た
。

年
貢
の
増
徴
の
た
め
に
は
農
民
の
年
貢
以
外
の
負
担
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
、
宝
暦
一
三
年
四
月
、
夫
役
切
銭
の
過
半
を
減
少
す
る
様

古

血

】

《

nv

と
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
に
も
「
郡
々
大
庄
屋
以
下
米
銀
夫
遣
等
の
諸
差
引
入
念
候
様
」
（
同
一
一
年
）
等
の
通
達
が
出
さ
れ
た

が
、
本
格
的
な
夫
役
政
策
の
取
組
み
は
久
兵
衛
の
改
革
の
中
で
な
さ
れ
た
。

ま
ず
宝
暦
一
三
年
、
大
庄
屋
の
面
役
引
一
四
人
が
一
人
に
、
庄
屋
の
面
役
引
一

O
人
が
一
人
に
と
面
役
引
が
大
巾
に
削
減
さ
れ
、
そ
の

円
四
｝

代
わ
り
大
圧
屋
・
庄
屋
の
給
米
が
増
額
さ
れ
た
。

n抽
出

同
年
一

O
月
、
筑
前
六
宿
筋
の
人
馬
仕
組
が
鞍
手
郡
植
木
村
大
庄
屋
勘
吉
の
請
負
い
裁
判
と
な
っ
た
。
六
宿
は
幹
線
道
路
長
崎
街
道
に

置
か
れ
、
福
岡
藩
領
の
他
の
一
二
宿
に
比
べ
て
交
通
往
来
も
激
し
く
、
こ
の
周
辺
農
村
の
交
種
夫
役
負
担
は
殊
に
重
か
っ
た
。
こ
の
六
宿

筋
の
人
馬
仕
組
は
最
初
上
有
木
村
出
身
の
大
圧
屋
神
谷
武
蔵
に
よ
っ
て
延
享
四
年
よ
り
黒
崎
・
木
屋
瀬
両
宿
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
遠

賀
・
鞍
手
両
郡
よ
り
仕
組
米
を
切
立
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
宿
の
人
馬
を
武
蔵
が
請
負
い
、
農
民
は
助
合
役
を
代
米
納
し
た
。
こ
の
制
度

【

却

｝

【

mv

は
他
の
四
宿
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
人
馬
仕
組
銭
は
「
軸
帳
」
に
も
記
載
さ
れ
て
、
慶
応
二
年
ま
で
徴
収
さ
れ
た
。

宝
暦
一
四
年
よ
り
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
で
開
始
さ
れ
た
夫
銭
仕
組
と
は
、
人
馬
仕
組
で
実
施
さ
れ
た
代
米
銭
納
化
を
他
の
夫
役
に
も
取
入

れ
て
、
夫
役
の
一
部
を
代
銭
納
し
た
こ
と
で
あ
る
。
上
納
さ
れ
た
夫
銭
で
夫
役
の
一
部
が
請
負
化
さ
れ
た
。
最
初
の
夫
銭
仕
組
の
「
定
書
」

内

mv

は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
明
和
三
年
「
遠
賀
郡
夫
遣
定
量
巴
で
見
る
と
、
遠
賀
郡
の
場
合
、
一
年
間
の
一
人
の
出
肩
を
二

O
人
と
極
め
、

代
銭
九

O
O文
（
一
人
の
出
肩
四
五
文
）
と
し
、
こ
の
中
三
割
の
夫
銭
上
納
が
全
て
の
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
明
和
元
年
の

夫
銭
仕
組
や
前
述
し
た
人
馬
仕
組
は
、
「
現
夫
仕
ィ
」
の
減
少
を
目
論
ん
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
農
民
に
と
っ
て
は
、
貨
幣
貢
租

の
負
担
増
と
な
っ
た
。
夫
役
の
代
銭
納
化
は
商
品
生
産
の
発
展
に
よ
る
農
民
層
の
分
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
遊
民
・
日
雇
層
の
存
在
が
あ
っ

て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
代
銭
納
化
を
，
要
求
し
た
の
は
上
層
農
民
や
「
現
夫
仕
ィ
」
を
嫌
っ
た
商
人
や
職
人
層
で
、
下
層
農
民

《鑓》

の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
銭
仕
組
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
く
遠
賀
郡
で
は
、
夫
銭
上
納
が
困
難
な
農
民
が



続
出
し
、
「
現
夫
仕
イ
」
に
逆
戻
り
し
た
。
こ
の
時
の
夫
仕
い
を
定
め
た
の
が
「
遠
賀
郡
夫
遣
定
書
」
（
明
和
三
年
）
で
、
面
役
一
人
の
出

方
を
一
八
人
に
減
じ
、
一
ヶ
年
（
四
月

1
翌
三
月
迄
）
に
つ
き
、
一
人
一
八
枚
の
夫
札
が
夫
遣
い
の
際
に
使
用
さ
れ
た
。
夫
仕
い
は
村
々

の
総
割
に
せ
ず
、
ど
の
様
な
夫
役
で
も
そ
の
方
角
の
村
よ
り
召
仕
う
こ
と
と
し
各
村
の
出
方
の
多
少
は
そ
の
後
調
整
さ
れ
た
。
現
夫
仕
い

｛お｝

を
嫌
っ
た
大
工
、
大
鋸
等
の
職
人
や
芦
屋
町
の
商
人
は
夫
銭
上
納
を
続
け
た
。

夫
銭
仕
組
の
有
益
な
点
は
計
画
的
な
夫
遣
い
に
あ
る
。
五
ヶ
年
間
の
試
行
後
夫
役
が
大
巾
に
減
少
し
た
と
し
て
明
和
六
年
四
月
、
遠
賀

郡
の
現
夫
仕
い
を
認
め
た
上
で
、
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
の
夫
銭
仕
組
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
具
体
的
内
容
は
中
野
家
文
書
中
の
「
遠
賀

・
鞍
手
両
郡
夫
仕
組
定
書
」
に
示
さ
れ
て
お
り
、
後
々
の
夫
銭
仕
組
の
基
本
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、

ω遠
賀
郡
は
面
役
一
人
の
出
肩
二

O
人
、
代
り
の
夫
銭
一
貫
二

O
O文
。
鞍
手
郡
で
は
面
役
一
人
の
出
肩
一
五
人
、
代

り
の
夫
銭
九

O
O文
（
一
人
の
出
肩
六

O
文）

om一
村
の
出
肩
の
う
ち
、
半
分
ま
で
は
現
夫
勤
め
を
認
め
る
。
川
面
役
帳
の
提
出
は
3
月

切
と
し
、
そ
れ
に
夫
銭
・
現
夫
の
区
別
を
記
入
し
、
面
役
帳
が
出
揃
っ
た
上
で
役
所
に
於
て
惣
夫
高
に
合
わ
せ
た
夫
遣
い
の
建
前
を
極
め
、

現
夫
、
賃
銭
遣
い
の
区
別
を
す
る
。
川
夫
銭
は
四
月
、
一

O
月
に
取
立
て
預
主
へ
預
け
、
清
算
は
年
に
二
度
、
大
庄
屋
の
元
で
証
拠
を
も
っ

て
行
な
い
、
更
に
郡
家
で
年
番
大
圧
屋
・
夫
仕
組
頭
取
立
会
の
も
と
に
調
べ
て
役
所
へ
提
出
。
川
出
の
過
不
足
は
、
村
相
互
間
で
賃
銭

で
行
う
。
川
賃
銭
渡
し
の
夫
遣
い
は
、
多
く
は
請
負
と
す
る
。
川
普
請
組
合
村
を
活
用
し
、
庄
屋
は
互
い
に
連
絡
を
取
合
い
普
請
に
協
力

す
る
こ
と
。
川
遠
賀
郡
で
は
明
和
三
年
の
「
現
夫
仕
イ
」
が
認
め
ら
れ
て
、
出
不
足
の
分
は
翌
年
の
夫
高
に
加
え
ら
れ
、
出
過
に
は
賃
銭

が
払
わ
れ
た
。

こ
の
外
、
人
馬
賃
銭
、
寄
諸
品
直
段
等
々
一
二
三
ヶ
条
よ
り
成
立
っ
て
い
た
。

こ
の
段
階
で
は
貧
農
の
貨
幣
上
納
負
担
増
が
考
慮
さ
れ
て
村
の
出
肩
の
半
分
ま
で
の
現
夫
仕
い
が
認
め
ら
れ
て
お
り
（
遠
賀
郡
で
は
明

和
三
年
の
現
夫
仕
い
の
規
定
が
継
続
）
、
一
人
分
の
出
肩
を
六
O
文
と
し
て
村
相
互
間
の
過
不
足
が
賃
銭
で
清
算
さ
れ
て
い
る
。

（お｝

こ
の
夫
銭
仕
組
は
他
郡
に
於
て
も
試
み
ら
れ
て
お
り
、
宗
像
郡
で
は
明
和
三
年
よ
り
「
御
郡
夫
仕
組
に
成
八
百
文
宛
一
人
別
ニ
出
ス
」

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

. －よーー
ノ、



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
発
黍

【お
V

様
に
な
り
、
恰
土
郡
で
は
明
和
九
年
に
「
恰
土
郡
夫
役
建
前
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
計
画
的
な
夫
遣
い
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
恰
土
郡
で
は

現
夫
人
高
の
三
割
を
代
銭
納
と
し
、
夫
銭
は
賃
接
請
負
や
諸
品
買
上
げ
に
費
消
す
る
。
面
役
一
人
の
一
ヶ
年
の
出
肩
を
一
一
一
人
、
代
銭
七

二
O
文
と
し
て
夫
銭
上
納
者
は
面
役
を
免
除
さ
れ
た
。
夫
銭
は
一
人
分
で
な
く
と
も
五
歩
で
も
三
歩
で
も
よ
い
と
し
た
。

以
上
の
様
に
明
和
期
に
は
夫
遣
い
の
減
少
を
目
差
し
て
各
郡
で
夫
役
計
画
が
建
て
ら
れ
、
各
郡
の
夫
役
総
量
に
応
じ
た
一
人
分
の
出
肩

が
定
め
ら
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
夫
遣
い
が
試
み
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
多
少
な
り
共
代
銭
納
さ
れ
て
一
部
の
夫
役
が
請
負

い
に
ま
わ
さ
れ
、
現
夫
仕
い
の
減
少
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夫
銭
仕
組
は
郡
夫
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
明
和
七
年
一
二
月
に
「
御

命
包

囲
中
郡
夫
村
夫
取
分
定
書
」
が
作
成
さ
れ
て
村
夫
・
郡
夫
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
た
。

ae 

前
の
改
正
の
四
年
後
の
安
永
二
年
に
、
再
度
改
正
さ
れ
て
「
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
夫
役
定
書
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
の
原
因
は
夫

銭
の
不
足
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
明
和
七
・
八
年
の
干
魅
の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
た
め
に
、
新
規
の
堤
を
数
十
ヶ
所
設
け
た
こ
と
、
更
に
江

戸
御
用
の
竹
木
追
増
分
の
持
出
し
ゃ
浄
岸
院
の
通
棺
等
に
よ
っ
て
予
想
以
上
の
出
費
と
な
り
、
夫
銭
が
不
足
し
て
夫
仕
い
が
借
金
で
賄
な

わ
れ
る
有
様
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
三
年
間
は
新
規
の
普
請
を
止
め
て
夫
遣
い
の
建
前
の
内
で
済
ま
し
、
郡
中
の
甘
ぎ
に
な
る
様
に
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
一
ヶ
年
の
出
肩
を
増
や
し
、
遠
賀
郡
は
六
人
増
の
二
六
人
、
夫
銭
一
貫
五
六
O
文
、
鞍
手
郡
は
三
人
増

の
一
八
人
、
夫
銭
一
貫
八

O
文
（
出
肩
一
人
分
六

O
文
）
と
し
、
遠
賀
郡
の
増
夫
六
人
は
一
ヶ
年
聞
は
現
夫
仕
い
と
し
た
。
こ
の
外
、
薪

・
草
履
等
の
「
郡
寄
諸
品
定
直
段
」
が
相
場
に
合
わ
せ
て
値
上
げ
さ
れ
、
「
至
而
村
益
ニ
相
成
候
」
臨
時
普
請
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
夫

銭
臨
時
傭
よ
り
出
銭
す
る
場
合
や
村
救
拝
借
と
す
る
場
合
の
条
件
等
が
新
た
に
付
加
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
点
で
も
な
お
明
和
三
年
の
遠

賀
郡
の
現
夫
仕
い
の
項
は
存
続
し
て
い
る
。

こ
の
後
夫
銭
は
改
定
さ
れ
て
、
遠
賀
郡
で
は
面
役
一
人
に
つ
き
出
肩
二

O
人
、
夫
銭
一
貫
四
四
O
文
（
出
肩
一
人
分
七
二
文
）
、
鞍
手
郡

で
は
面
役
一
人
に
つ
き
出
肩
二

O
人
、
夫
銭
一
貫
γ

一O
O文
（
出
肩
一
人
分
六
O
文
）
と
な
り
、
こ
れ
以
後
両
郡
の
出
肩
の
単
価
が
異
な
っ

て
く
る
。

六
四



宝
暦
か
ら
明
和
期
に
か
け
て
の
吉
田
久
兵
衛
の
改
革
に
よ
っ
て
定
免
制
が
施
行
さ
れ
、
年
貢
の
高
負
担
、
そ
れ
に
加
え
て
夫
役
の
代
銭

納
化
に
よ
っ
て
貨
幣
貢
租
の
増
徴
と
な
っ
た
農
村
で
は
、
農
民
の
疲
弊
化
が
進
み
、
天
明
の
飢
鐘
や
寛
政
期
の
凶
作
の
影
響
も
あ
っ
て
農

〈却｝

村
は
荒
廃
し
、
農
民
層
の
分
解
は
さ
ら
に
進
行
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
藩
財
政
は
悪
化
し
、
農
村
で
は
村
方
騒
動
が
勃
発
し
た
。
殊
に
文

化
八
年
三
月
の
穂
波
郡
平
恒
触
大
庄
匡
宅
の
打
ち
こ
わ
し
が
「
井
手
普
請
へ
の
過
分
の
公
役
徴
発
」
を
発
端
と
し
、
同
九
年
三
月
の
鞍
手

郡
直
方
触
十
三
ケ
村
の
農
民
が
知
古
村
の
芝
原
に
打
寄
っ
た
村
方
騒
動
の
原
因
の
一
つ
に
、
奉
幣
使
夫
銭
の
始
末
ゃ
、
お
か
も
り
井
手
普

〈却｝

請
の
算
用
の
方
法
へ
の
疑
惑
が
あ
り
、
ま
た
同
年
、
遠
賀
郡
嶋
津
村
新
川
普
請
賃
銭
が
原
因
で
香
月
村
に
百
姓
が
打
寄
っ
た
事
件
等
、
夫

役
、
夫
銭
へ
の
不
満
を
要
因
と
し
た
村
方
騒
動
が
相
次
い
だ
。
そ
こ
で
度
重
な
る
村
方
騒
動
を
契
機
に
福
岡
藩
で
は
農
村
の
実
情
把
握
に

務
め
、
同
年
四
月
に
、
遠
賀
、
鞍
手
郡
内
を
郡
奉
行
村
上
又
左
衛
門
に
調
査
さ
せ
た
。
そ
の
調
査
内
容
は

ω農
民
の
一
人
当
り
の
夫
銭
負

担
高
、
山
諸
上
納
文
は
反
別
に
つ
き
、
切
銭
の
一
人
当
り
の
負
担
高
、

ω百
姓
と
遊
民
と
の
差
別
、
川
鮎
川
運
上
納
り
方
の
事
、
他
の
諸

運
上
の
有
無
、
川
当
荒
永
荒
尻
付
免
の
事
、
川
郡
修
覆
の
事
等
で
、
こ
れ
ら
が
当
時
の
両
郡
の
農
村
内
部
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

殊
に
夫
銭
仕
組
に
対
す
る
農
民
の
不
満
が
強
く
、
直
方
触
の
百
性
を
説
諭
し
て
村
上
又
左
衛
門
は
、
「
数
拾
ヶ
年
仕
馴
候
仕
組
ニ
付
、
過
急

ニ
相
改
候
而
ハ
文
ミ
外
ニ
差
支
筋
も
難
斗
（
略
）
何
れ
共
百
性
難
渋
薄
く
案
堵
い
た
し
候
様
」
改
正
す
る
こ
と
約
束
し
、
翌
一

O
年
三
月
、｛お｝

安
永
二
年
の
「
夫
役
定
書
」
の
改
正
を
し
て
そ
れ
に
「
追
加
」
の
項
目
を
付
け
加
え
た
。
二
月
に
は
「
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」
が
作
成
さ
れ
、

〈

Mg

各
村
で
は
「
村
夫
軸
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
夫
銭
の
或
い
は
夫
遣
い
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

（お〉

「
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
夫
役
定
書
井
追
加
」
（
文
化
一

O
年
）
の
主
な
内
容
は
、
川
安
永
期
よ
り
も
米
価
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
一
人
の

賃
銭
を
七
二
文
よ
り
八

O
文
に
値
上
げ
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
一
人
当
り
の
一
年
間
の
夫
銭
も
六

O
文
増
や
し
て
、
遠
賀
郡
は
面
役
一
人
一

貫
五

O
O文
、
鞍
手
郡
で
は
一
貫
二
六

O
文
に
引
上
げ
た
。
夫
賃
銭
の
八

O
文
は
最
初
、
免
用
普
請
に
限
る
と
し
た
が
、
大
庄
屋
中
よ
り
、

免
用
以
外
の
夫
遣
い
は
「
御
入
所
砂
持
垣
結
掃
除
夫
手
伝
夫
」
「
御
軒
付
寺
社
手
伝
夫
」
「
御
破
戸
仕
調
荷
物
付
下
シ
夫
」
「
寸
志
植
立
御
山

輪
地
焼
消
夫
」
「
山
川
御
猟
御
漁
場
所
諸
仕
夫
」
の
み
で
、
夫
遣
い
も
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
全
て
八

O
文
遣
い
を
願
出
た
の
で
、
五
ヶ
年

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

六
五



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

ムハムハ

間
試
行
と
な
っ
た
。
内
夫
、
飛
脚
等
里
数
に
掛
る
も
の
、
或
い
は
受
負
等
に
渡
す
夫
賃
銭
は
従
来
通
り
と
し
た
。
山
空
俵
・
華
等
の
郡
寄

諸
品
値
段
の
改
定
。
川
夫
仕
組
頭
取
は
欠
役
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
大
庄
屋
・
普
請
方
・
村
圧
屋
で
才
判
す
る
。
川
郡
夫
・
村
夫
の
区
別

は
、
明
和
七
年
の
「
定
書
」
を
守
る
。
川
参
勤
往
来
の
送
り
人
馬
、
道
造
夫
は
現
夫
仕
い
と
し
、
「
地
仕
」
並
び
に
内
夫
、
諸
品
代
銭
、
諸

損
料
、
諸
飛
脚
賃
銭
は
夫
銭
よ
り
渡
す
。
間
「
御
成
達
」
の
送
り
人
馬
、
道
手
入
夫
は
二
度
目
よ
り
夫
銭
渡
し
。
川
洪
水
荒
諸
普
請
は
原

則
と
し
て
現
夫
仕
い
。
川
普
請
の
際
、
願
出
村
の
出
捨
分
を
な
く
す
等
々
で
あ
っ
た
。

改
正
の
大
き
な
変
化
は
夫
賃
銭
が
七
二
文
よ
り
八

O
文
に
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
の
日
雇
一
賃
銭
と
夫
銭
の
賃
銭
と

の
差
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
下
層
農
民
の
不
満
が
夫
賃
銭
に
集
中
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
明
和
元
年
の
旦
履
賃
銭
・
平
日
用
が
七
八
文

《
世
田
｝

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
夫
賃
銭
四
五
文
、
天
保
期
の
日
雇
賃
銭
・
平
日
雇
唇
＝

o文
に
対
し
、
夫
賃
銭
八

O
文
と
一
般
の
日
雇
賃
銭
と
夫

賃
銭
の
差
は
当
初
よ
り
大
き
く
、
し
か
も
そ
の
差
は
聞
く
一
方
で
あ
っ
た
た
め
、
常
に
夫
賃
銭
へ
の
不
満
が
農
民
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
夫
賃
銭
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
一
人
当
り
の
夫
銭
が
年
間
六

O
文
宛
増
え
た
が
、
例
え
ば
遠
賀
郡
の
場
合
、

0
0文
の
筈
の
所
を
一
貫
五

O
O文
と
し
て
い
る
点
、
従
来
の
出
肩
人
数
×
賃
銭
H
夫
銭
の
算
出
方
法
を
止
め
て
、

が
下
層
農
民
の
負
担
可
能
額
で
あ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
夫
銭
負
担
に
つ
い
て
「
追
加
」
で
は
、
「
此
仕

組
、
中
以
上
之
百
姓
ハ
夫
銭
を
出
シ
候
ニ
も
苦
労
薄
く
、
小
き
百
性
程
夫
銭
之
才
覚
六
か
し
く
候
得
ハ
、
何
卒
一
ヶ
年
之
排
夫
弐
拾
人
ニ

宛
り
候
を
弐
拾
五
人
も
相
勤
、
自
身
ニ
夫
銭
之
才
覚
ニ
不
存
、
勤
過
之
夫
銭
を
も
取
戻
候
」
ほ
ど
に
出
肩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
層
農

民
の
夫
銭
上
納
が
可
能
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

ま
た
「
夫
銭
建
前
帳
」
に
よ
る
と
、
全
て
の
夫
銭
を
遣
い
切
ら
ず
に
、
余
銭
（
臨
時
備
）
を
残
し
て
い
る
た
め
に
、
夫
銭
を
値
上
げ
せ

ず
に
、
そ
の
余
銭
で
や
り
繰
り
が
で
き
る
が
、
今
ま
で
の
差
支
え
の
夫
銭
等
に
よ
っ
て
六

O
文
銭
一
六
三
貫
目
余
の
借
立
て
分
が
あ
り
、

こ
れ
を
百
性
よ
り
取
り
立
て
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
こ
の
借
立
分
を
余
銭
で
償
う
こ
と
に
し
、
返
済
が
済
ん
だ
五
・
六
年
先
よ
り
は
増

一
の
出
肩
二

O
人
で
一
貫
六

一
人
当
り
の
夫
銭
額



切
立
は
や
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
「
追
加
」
で
は
述
べ
て
い
る
。
実
際
は
遠
賀
郡
の
夫
銭
一
人
一
貫
五

O
O文
、
鞍
手
郡
同
一
貫

二
六

O
文
は
慶
応
二
年
ま
で
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
夫
銭
仕
組
の
改
定
を
契
機
に
郡
方
の
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
、
文
化
十
二
年
に
、
明
和
八
年
以
後
途
絶
え
て
い
た
春
免
制
が
復
活

し
、
村
救
銀
が
廃
止
さ
れ
た
。
文
政
元
年
に
は
五
郡
奉
行
に
よ
る
農
村
の
直
接
支
配
が
中
止
さ
れ
、
総
郡
方
役
所
が
新
設
さ
れ
て
郡
奉
行

（担
V

は
そ
こ
で
領
内
全
体
に
係
わ
る
問
題
を
担
当
し
、
直
接
の
農
村
支
配
は
、
一

O
名
の
郡
代
（
二
人
一
組
）
に
任
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

文
化
期
以
降
、
農
村
で
は
地
主
に
よ
る
土
地
集
積
が
進
ん
だ
（
表
l
）。

修多羅村年貢納入状況

年（米貢大納豆高） 文化10 天保 11 安政6

100俵以上
人 人 1 人

50～ 1 。
25 ～ 6 6 7 

20～ 4 3 3 

15～ 4 4 3 

10～ 10 12 7 

5～ 31 21 15 

5俵以下 40 53 43 

計 95 100 79 

表1

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

「遠賀郡修多羅村御徳割帳J（楠野家文書1018,
1019, 10日）より作成。

遠
賀
郡
修
多
羅
村
の
楠
野
家
も
文
化
期
（
年
貢
米
大
豆
一
四
俵
）
か
ら
安

政
期
（
年
貢
米
大
豆
＝
六
俵
）
に
か
け
て
土
地
を
集
積
し
て
い
る
。
そ

し
て
修
妥
羅
村
で
は
、
天
保
期
以
降
土
地
保
有
の
農
民
が
減
少
し
て
農
民

層
の
分
解
が
さ
ら
に
進
み
、
農
民
の
土
地
離
れ
が
目
立
っ
た
。
そ
う
な
る

と
夫
銭
仕
組
の
基
と
な
る
面
役
人
数
の
減
少
に
繋
が
り
、
幕
末
に
な
る
に

つ
れ
て
夫
役
・
夫
銭
負
担
や
切
銭
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
夫
銭
負
担
者

を
確
保
す
る
た
め
、
遠
賀
郡
で
は
再
々
「
黒
崎
三
ヶ
所
・
芦
屋
・
若
松
・

御
開
江
提
ニ
面
役
払
不
相
成
事
」
と
面
役
の
対
象
と
な
ら
な
い
箇
所
ゃ
、

他
郡
浦
へ
の
面
役
払
を
禁
じ
た
。

ま
た
、
農
民
層
間
の
対
立
も
激
化
し
、
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
で
は
農
民
が

庄
屋
を
、
庄
匡
中
が
大
庄
屋
を
「
村
方
才
判
方
不
宜
次
方
有
之
」
と
訴
え

註．

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
が
大
庄
屋
・
庄
屋
の
交
代
を
他
地
域
よ
り
さ

ら
に
多
く
し
、
触
の
変
遺
を
多
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
夫
銭
仕
組
は

六
七
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／
，
F

そ
の
後
大
き
な
改
正
も
な
く
慶
応
二
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

慶
応
二
年
八
月
、
「
遠
賀
・
鞍
手
之
儀
ハ
大
郡
之
上
福
岡
表
別
而
相
隔
、
御
国
端
第
一
之
郡
柄
ニ
付
、
御
時
勢
芳
他
ニ
抽
庶
民
不
致
冨
実

A
4
v
 

而
者
曽
而
御
安
心
不
被
極
候
条
、
才
判
筋
一
際
行
届
候
た
め
」
底
井
野
へ
郡
奉
行
肥
塚
次
郎
右
衛
門
在
住
が
仰
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
六

【

av

月
、
長
州
征
伐
に
際
し
福
岡
藩
は
底
井
野
へ
本
障
を
構
え
た
。
郡
奉
行
の
底
井
野
在
住
は
そ
の
延
長
で
あ
り
、
九
月
に
出
さ
れ
た
夫
銭
仕

組
を
廃
し
て
現
夫
仕
い
と
す
る
通
達
も
、
幕
末
の
非
常
事
態
に
備
え
て
現
夫
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の

（伺
v

年
の
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
の
夫
遣
い
は
苛
烈
を
極
め
、
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
の
み
な
ら
ず
他
郡
よ
り
も
人
夫
・
夫
馬
の
徴
発
が
な
さ
れ
た
。

慶
応
二
年
九
月
の
現
夫
仕
い
「
定
」
の
主
な
内
容
は
、

ω免
用
定
諸
普
請
は
触
引
受
（
触
夫
）
を
基
本
と
し
、
郡
中
よ
り
の
助
合
、
郡

中
引
受
の
夫
遣
い
（
郡
夫
）
は
大
庄
屋
中
で
談
合
の
こ
と
。

ω村
々
出
過
・
出
不
足
が
な
い
様
に
配
慮
し
、
も
し
出
不
足
が
あ
れ
ば
そ
の

清
算
は
夫
銭
で
し
て
も
良
い
と
し
た
。
翌
三
年
六
月
に
は
「
諸
品
夫
役
定
書
」
を
作
成
し
、
今
ま
で
代
銭
で
書
上
げ
ら
れ
て
い
た
分
を
何

人
何
歩
役
と
夫
役
に
改
め
、
さ
ら
に
米
代
銭
備
よ
り
出
銭
す
る
請
負
夫
役
、
郡
耕
、
触
引
受
分
の
夫
役
等
が
定
め
ら
れ
た
。
「
御
通
方
御
仕

法
替
－
一
付
廉
書
」
に
よ
る
と
、
黒
崎
宿
の
通
り
人
馬
を
藤
田
・
態
手
両
村
が
請
負
っ
て
お
り
、
建
人
馬
で
不
足
し
た
場
合
の
助
人
馬
は
、

近
村
の
鳴
水
・
市
ノ
瀬
・
前
田
・
尾
倉
・
陣
原
・
穴
生
・
引
野
の
七
ヶ
村
で
賄
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
藤
田
・
態
手
両
村
は
面
役
が

除
か
れ
て
い
る
た
め
、
両
村
に
掛
る
諸
夫
役
は
本
城
・
別
府
・
払
川
三
触
で
引
請
け
る
こ
と
に
な
り
、
出
方
不
可
能
の
時
は
賃
米
一
升
五

A
剖】

合
の
出
米
が
定
め
ら
れ
た
。

現
夫
仕
い
と
は
言
っ
て
も
多
く
の
夫
役
が
夫
銭
・
夫
米
で
支
払
わ
れ
て
お
り
、
夫
役
が
銭
納
化
し
て
い
く
傾
向
の
中
で
、
長
く
続
い
た

夫
銭
仕
組
を
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
非
常
時
態
に
備
え
た
、
労
働
力
確
保
の
た
め
の
現
夫
仕
い
で

あ
っ
た
。

層
分以
化上

富脅
す藩
るの
賦中
課後

妻智
とか
しけ
てて
採の
用夫
さ役
れ政
、策
人の
馬概
仕略
キ且を
や述
夫べ
銭た
仕が
組

2寝
る制
夫が
役飢
の鐘
代後
鎮の

特番
が力
日不
雇足
労か

警夫
、ま
遊た
民農
等民
の属
労の
働階



の
中
で
各
郡
で
試
み
ら
れ
た
が
、

安
永
二
年
の
段
階
で
遠
賀
・
鞍

【
日
咽
｝

手
、
宗
像
・
那
珂
郡
の
み
が
、
文

化
九
年
段
階
で
は
遠
賀
・
鞍
手
両

部
の
み
に
て
継
続
さ
れ
て
い
る
有
様
と
な
り
、
他
に
現
夫
仕
い
の
困
難
な
一
部
地
区
や
六
宿
人
馬
仕
組
、
上
座
郡
大
川
筋
普
請
夫
銭
、
渡

《舗｝

梅
場
の
普
請
夫
銭
に
夫
役
の
代
銭
納
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

夫
銭
仕
組
が
継
続
で
き
な
い
大
き
な
理
由
は
夫
銭
の
滞
納
に
あ
る
。
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
も
文
化
一

O
年
に
は
六

O
文
銭
一
六
四
貫
目
の

夫
銭
滞
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
両
郡
が
こ
の
危
機
を
克
服
出
来
た
理
由
と
し
て
、
夫
銭
を
遣
い
き
ら
ず
に
臨
時
費
を
除
い
て
い
た
こ
と
、

．
後
期
に
は
村
救
い
に
渡
さ
れ
る
焚
石
御
益
銭
の
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
外
に
旦
一
・
遊
民
層
の
賃
労
働
の
場
が
、

他
郡
に
比
し
て
多
か
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
夫
銭
に
よ
る
賃
銭
労
働
ゃ
、
両
郡
内
の
炭
山
や
真
名
子
鉄
山
等
の
鉱
山
、
黒
崎
・
木
屋
瀬

の
抗
駅
、
若
松
、
芦
屋
、
山
鹿
等
の
港
湾
、
年
貢
米
や
商
品
生
産
物
の
流
通
経
路
で
あ
る
遠
賀
川
流
域
に
お
け
る
賃
労
働
や
地
主
地
の
日

阪
労
働
等
々
に
よ
っ
て
得
た
賃
銭
が
、
貧
農
層
の
夫
銭
上
納
を
可
能
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
夫
役
の
出
肩
に
よ
る
賃
銭
よ
り
も
相
対

天保11年、面役人数

郡 面役人数

遠賀・鞍手
人

13,580.5 

宗像・糟屋 11,080.75 

徳上座波 ・・ 嘉下麻座 12,215.9 

夜席須回 ・・ 御那 笠珂 8,033.63 

早良・恰土・志摩 6,228.362 

註．

表2

「御巡見使逮諸入用夫惣郡割方帳J
（楠野家文書1147）より作成．

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

遠賀郡人口状況

天保14 明治初年

芦屋町 2,627人 3,413人

若松村 1.025 1,706 

黒崎三ケ所 1,838 2,832 

遠賀郡 35,671 47,419 

表3

「遠賀郡中人高帳」（楠野家文書425),
「福岡県地理全誌」（ ll'福岡県史資料」
4）より作成。

註．

力
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、
上
層

農
民
や
商
人
・
職
人
の
要
望
に
適

ぃ
、
夫
役
徴
発
手
続
の
簡
素
化
と

火
急
時
の
臨
時
的
夫
役
の
人
夫
確

保
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
夫
銭
仕
組
は
夫
役
の
減

少
を
目
的
と
し
て
明
和
期
の
改
革

六
九
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の
け
－
催
賃
銭
の
方
が
高
く
、
困
窮
百
性
が
日
雇
一
稼
に
精
を
出
せ
ば
「
種
子
漬
最
早
時
候
後
ニ
相
成
候
得
共
、
何
れ
茂
旦
雇
稼
等
ニ
打
順
今

日
之
過
詫
己
而
二
市
」
と
農
村
荒
廃
の
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
初
、
現
夫
仕
い
を
減
少
さ
せ
て
農
作
業
に
専
念
さ
せ
る
意
図
の

あ
っ
た
夫
銭
仕
組
が
、
結
果
と
し
て
農
民
層
分
解
を
さ
ら
に
進
行
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
と
舌
守
え
る
。
表
2
で
示
さ
れ
て
い
る
様
に
、
遠

賀
・
鞍
子
郡
の
労
働
人
口
が
福
岡
藩
の
他
地
域
に
比
し
て
多
く
、
遠
賀
郡
の
中
で
は
、
芦
屋
町
・
若
松
村
・
黒
崎
三
ヶ
所
に
人
口
が
集
中

し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
人
口
は
、
遠
賀
郡
総
人
口
の
一
五
%
を
占
め
て
い
た
（
天
保
一
四
年
）
。
そ
し
て
さ
ら
に
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

か
け
て
、
こ
の
地
域
は
農
民
層
分
解
に
よ
っ
て
土
地
離
れ
し
た
層
を
吸
収
し
て
人
口
を
増
加
さ
せ
た
（
表
3
）。

（胡｝

天
明
期
以
降
の
荒
廃
し
た
農
村
の
建
直
し
の
た
め
に
と
ら
れ
た
本
百
性
体
制
の
維
持
・
再
建
策
と
夫
銭
仕
組
は
結
果
と
し
て
矛
盾
す
る

も
の
で
、
夫
銭
仕
組
は
農
民
層
の
分
解
を
推
し
進
め
、
農
民
の
土
地
離
れ
の
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

農
村
の
夫
役
負
担

夫
役
賦
課
基
準

夫
役
賦
課
の
基
本
台
帳
と
し
て
「
面
役
極
（
根
）
帳
」
が
領
内
の
各
村
で
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
作
成
基
準
が
郡
に
よ
っ
て
相
違
す
る

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
・
恰
土
・
御
笠
郡
の
「
面
役
帳
」
を
表
に
し
た
（
表
4
）
。
各
々
年
代
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
明
和
期
以
降
、
面
役

引
分
が
変
わ
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
各
々
比
較
で
き
る
筈
で
あ
る
。
御
笠
郡
に
は
触
単
位
の
「
面
役
帳
」
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
、

一
村
限
り
分
を
参
考
に
掲
げ
た
。

各
部
の
共
通
点
は
、
そ
の
年
の
春
の
「
宗
旨
改
帳
」
の
男
子
総
数
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
、
大
庄
屋
・
庄
屋
の
面
役
引
が
一
人
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
宝
暦
一
三
年
に
藩
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
た
。
鍛
治
の
面
役
引
半
人
分
も
共
通
で
あ
っ
た
。
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表4 面役極（根）帳

修遠多賀羅郡触 鞍宮手田郡触 嘉赤麻坂郡触 恰井原土郡触 御笠村郡乙金
天保14 天保14 元治元 文化11 明和9

宗旨改人数（男） 4441人 3089人 2鈎8人 1538人 115人

四歩 5 厘引 1998 1388 1349 1 

14才以下・ 60才以上 584 51 

大 庄 屋 1 1 1 1 

普 請 方 1 2 

普請 才判役 1 

養 育 方 l l 1 

博突見ケ〆役 1 1 

庄 屋 22 13 20 11 

庄 屋 手 伝 1 1 

庄 屋 代 動 2 

大 庄 屋 格 2 1 2 

組 頭 56 48 X 170 X 150 X 6 

山 ノ 口 26 26 X 64 X 39 X 6 

散 使 25 15 22 14 

郡銭・修履銭預 1 0 2 
旅方吟味方助役 1 

社倉 方助役 1 

舟 組 頭 2 

舟 才 網j 1 

改 役 1 

枝 郷 聞 次 1 

小田崎・名古屋晴香人 2 

洲口番所手伝 1 

唐 戸 番 14 

音 ｛普 ． 座頭 9 5 4 1 

出家 ． 仏説 38 23 26 24 5 

陰 陽 師 23 19 3 

鍛 冶 ム 8 ム 55 ム 55 ム 2
波 守 4 4 

医 師 10 20 11 6 

馬 医 9 5 6 3 

山 伏 1 4 4 3 

犬 付 5 '5 5 

免 用 棟 梁 1 

郷 筒 σコ 者 !:,. 8 5 

牛馬肝 煎役 1 1 

大限町問屋 1 

浦分定格赦免 80 

開 作 百 姓 22 

社寺掃除夫 6 



福岡藩の夫役に関する一考察

遠修多賀羅郡蝕 鞍宮手田郡触 嘉赤麻坂郡触
f台土郡 御笠郡村
井原触 乙金

天保14 天保14 元治元 文化 11 明和9

御 救 免 夫 30 253 7 

大庄屋・養育方召速夫． 18 

大庄屋元諸御用夫 45 

御用継状持夫 44 

肥前越往還持夫 8 

若松村投受分 323 

20～30ヶ年御用捨 4 

依 御称赦免 12 12 51 5 

欠 落 者 171 2 

長病人・身体障害者 46 3 2 
河信』て 旨 後 死人 7 

御家 中 奉 :Z 、 29 11 2 6 1 

他郡・村へ出 176 76 5 37 8 

計
(2932) (1695 5 
2937 1697 5 2307 3 946 1 73 

他郡・村占入 147 76 1 23 8 

現 面 役 1651 1467 5 691 7 615 7 42 

夫 銭 （六銭） 41貫275匁 30寅817匁5

註. X印はl人に付3人面役引， A印は1人に付0.5人面役引， O印は l人に付
2人面役引。（ ）内の数字は面役引分の実際の計。楠野家文書417，吉柳

文書3，有松家文書1086。乙金村分は、近藤典二「筑前領内宿駅の助郷につ
いて」より転載。

七

一
番
の
相
違
点
は
、
恰
土
・
御
笠
郡
が

一
四
才
以
下
、
六

O
才
以
上
の
夫
役
対
象

外
の
者
と
夫
役
負
担
者
と
を
「
宗
旨
改

帳
」
に
よ
っ
て
正
確
に
把
握
し
た
の
に
対

し
、
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
郡
で
は
、
男
子

総
数
の
四
歩
五
厘
を
除
い
た
残
り
を
夫
役

負
担
者
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
恰
土
郡
で

は
、
各
村
の
「
面
役
根
帳
」
の
前
に
宗
旨

改
帳
に
記
載
さ
れ
た
男
子
の
年
令
と
名
前

が
書
出
さ
れ
て
お
り
、

一
五
才
か
ら
六
O

才
ま
で
の
者
の
名
前
の
上
に
一
人
分
は

。
、
半
人
分
は
D
等
の
印
ゃ
、
長
病
に
つ

き
何
歩
引
等
の
理
由
や
面
役
売
買
の
相
手

が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
夫
役

負
担
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
面
役
を
採

用
し
た
藩
の
意
図
、
領
民
の
正
確
で
確
実

な
把
握
は
、
恰
土
郡
に
於
て
は
可
能
だ
っ

た
が
、
福
岡
藩
の
東
部
に
於
て
は
、
そ
れ

が
四
歩
五
厘
引
と
い
う
大
雑
把
な
把
握
し



か
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
歩
五
厘
の
割
合
が
一
四
才
以
下
、
六
O
才
以
上
の
者
を
あ
ら
わ
す
と
な
ら
ば
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
を
遠
賀

部
の
「
宗
旨
改
帳
」
で
確
か
め
て
見
る
と
、
そ
の
差
は
五

1
一
五
%
程
あ
り
、
実
態
よ
り
多
く
の
人
数
が
面
役
を
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
三
郡
で
は
、
病
人
・
身
体
障
害
者
の
免
除
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
者
も
四
歩
五
厘
の
中
に

入
っ
て
い
る
と
見
倣
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
一
つ
目
の
相
違
点
は
、
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
で
は
現
面
役
人
数
に
各
々
一
人
当
り
六
銭
（
六

O
文
銭
、
丁
銭
六

O
文
H
六
銭
一
匁
）
二
五

匁
と
一
二
匁
を
か
け
て
夫
銭
を
算
出
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
両
郡
が
夫
役
の
代
銭
納
を
建
前
に
し
て
お
り
、
他
郡
は
現
夫
仕
い
を
主
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
相
違
で
あ
る
。

三
つ
目
の
相
違
点
は
、
組
頭
・
山
ノ
口
の
面
役
引
が
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
で
は
各
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
郡
は
各
三
人
引
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
井
原
触
で
は
、
組
頭
が
村
に
二

i
一
三
人
と
多
く
、
触
内
一
二
ヶ
村
の
組
頭
人
数
は
五
O
名
と
、
総
人
数
に
比
べ

て
組
頭
数
が
多
い
。
組
頭
・
山
ノ
口
は
各
村
で
の
必
要
度
に
応
じ
た
人
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
害
で
あ
り
、
他
郡
で
は
、
一
村
の
組
頭
数

は一

1
五
名
で
あ
る
。
こ
の
組
頭
の
面
役
引
分
は
、
寛
保
三
年
の
達
に
は
一
人
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
史
料
で
は
大
方
が
三
人
と

な
っ
て
お
り
、
組
頭
・
山
ノ
口
共
ニ
各
三
人
の
面
役
引
が
領
内
で
は
一
般
的
で
、
遠
賀
・
鞍
手
郡
の
各
一
人
の
面
役
引
の
方
が
異
例
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
つ
目
に
、
嘉
麻
・
恰
土
郡
で
は
欠
落
者
が
除
去
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
遠
賀
・
鞍
手
郡
で
は
除
去
さ
れ
て
い
な
い
。
欠
落
者
が
い

な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
他
郡
・
村
聞
の
出
入
が
激
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
奉
行
人
の
出
入
で
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
嘉
麻
郡
の
特
徴
と
し
て
、
大
圧
屋
・
養
育
方
の
百
連
夫
、
御
用
継
状
持
夫
、
大
庄
屋
元
諸
御
用
夫
等
を
面
役
引
し
て
い
る
事
で
あ

（

mv 

る
。
そ
の
他
の
面
役
引
分
は
各
郡
の
置
か
れ
た
位
置
等
の
特
殊
事
情
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
面
役
帳
」
が
遠
賀
・
鞍
手
郡
型
、
嘉
麻
郡
型
、
恰
土
・
御
笠
郡
型
と
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
各
郡
共
通
の
基
準
で

福
岡
穫
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

七



な
っ
た
が
、
嘉
麻
郡
で
は
さ
ら
に
こ
れ
に
加
除
し
て
、
触
内
で
の
賦
課
基
準
を
別
に
出
し
て
お

り
、
さ
ら
に
個
々
人
の
負
担
高
は
一
層
細
か
く
な
り
、
買
面
分
引
、
出
金
分
引
、
年
番
面
引
（
一

人
又
は
五
歩
）
、
犬
付
面
引
（
二
歩
五
厘
）
、
組
頭
取
面
引
（
五
歩
）
、
村
中
評
議
の
上
用
捨
（
一

i
Lハ
歩
）
等
が
除
か
れ
た
。
出
金
に
よ
る
面
役
引
も
五
分
七
厘
と
か
六
分
一
犀
と
細
か
く
計
算
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
個
人
分
が
村
の
組
ご

と
に
合
計
さ
れ
、
こ
れ
が
村
内
で
の
基
準
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

福岡藩面役人数高

面 役 人 数

明和 6 4万 5966人 5歩

文化 8 4万 2624人 5歩

天保11 5万 1139人 1歩4厘2毛

註

表5

「黒田藩農政資料JC九大法学部蔵），
「御巡見使逮諸入用夫惣郡割方帳J
（楠野家文書723の3）より作成。

七
四

「
面
役
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
こ
の
結
果
出
さ
れ
た
「
現
面
役
人
数
」
が
、

各
郡
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
役
負
担
可
能
限
度
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
総
面
役
人
数
を
藩
が
掌
握
し
た

例
を
あ
げ
よ
う
（
表
5
）
。
天
保
一
一
年
分
は
、
巡
見
使
通
過
の
際
の
夫
役
を
総
郡
割
し
た
時
の

面
役
人
数
で
あ
る
が
、
細
か
く
面
役
引
を
し
て
い
る
郡
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
文

化
八
年
か
ら
天
保
一
一
年
の
聞
に
、
面
役
人
数
が
八
五

O
O人
程
増
加
し
て
い
る
点
か
ら
み

て
、
面
役
人
数
の
把
握
の
仕
方
は
か
な
り
弾
力
に
富
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遠

賀

・

鞍

手

両

郡

で

は

こ

の

人

数

が

、

「
現
面
役
」

郡
・
触
・
村
内
等
で
の
賦
課
基
準
と

嘉
麻
・
穂
波
郡
で
は
、
幕
末
に
は
面
役
人
数
と
共
に
作
掛
人
数
が
賦
課
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
作
掛
人
数
は
面
役
人
数
の
算
出
法

と
同
様
に
、
「
宗
旨
改
帳
」
の
男
子
総
数
よ
り
四
歩
五
厘
を
除
き
、
大
庄
屋
・
庄
屋
・
組
頭
・
山
ノ
口
・
散
使
を
各
一
人
分
宛
除
き
、
欠
落

丹
、
宗
旨
改
後
死
人
、
奉
公
等
に
よ
る
村
民
の
出
入
分
を
除
い
た
残
り
の
人
数
が
、
作
掛
り
人
数
と
称
さ
れ
て
い
る
。
作
掛
り
人
数
は
い

ず
れ
の
明
細
帳
に
も
面
役
人
数
と
共
に
書
き
並
べ
ら
れ
で
あ
る
。
面
役
人
数
よ
り
多
い
作
掛
人
数
を
賦
課
基
準
と
す
る
こ
と
は
、

の
負
制
高
を
減
ら
し
て
、
よ
り
低
い
困
窮
農
民
に
ま
で
も
負
担
さ
せ
る
意
味
を
も
っ
。

人
分

2 

「
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」

（回｝

「
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」
は
一
ヶ
年
の
夫
遣
い
の
計
画
書
で
あ
る
。
夫
銭
仕
組
の
対
象
と
な
る
夫
役
は
郡
夫
遣
い
（
郡
役
）
で
、
村
夫
遣
い



（
村
役
）
は
対
象
外
で
あ
る
。
触
夫
の
呼
称
も
あ
っ
た
が
、
明
和
三
年
に
、
隣
村
の
普
請
で
あ
っ
て
も
触
内
以
外
の
村
に
は
出
肩
し
な
い
傾

【

MV

向
に
あ
っ
た
の
で
、
触
夫
を
廃
し
て
部
夫
で
総
称
し
た
。

郡
夫
と
村
夫
は
、
「
一
統
之
定
無
之
故
ニ
候
問
、
道
理
之
取
様
ニ
而
村
夫
を
以
郡
夫
ニ
願
受
候
指
働
候
庄
屋
・
組
頭
ハ
、
一
村
之
百
性
共

能
庄
屋
と
気
伏
仕
候
様
相
心
得
候
段
、
尤
成
る
方
便
ニ
候
得
共
、
根
元
不
宜
不
法
之
義
」
故
に
、
明
和
七
年
「
御
国
中
郡
夫
村
夫
取
分
定

【鴎】主
己
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
た
。

村
夫
遣
い
は
、
一
村
内
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
水
利
関
係
の
普
請
、
溝
後
並
び
に
そ
れ
に
必
要
な
材
木
・
杭
葉
伐
出
運
搬
、
一
村
内

の
請
願
の
た
め
の
郡
奉
行
、
其
外
諸
役
人
の
出
郷
入
用
人
馬
、
給
知
地
頭
へ
の
納
物
並
び
に
入
用
夫
、
往
還
日
常
手
入
、
一
村
内
の
氏
神

の
神
社
の
普
請
、
村
次
状
次
人
馬
等
、
村
内
の
自
治
に
係
わ
る
村
仕
事
で
あ
っ
た
。

徴
収
さ
れ
た
夫
銭
は
ど
の
様
に
運
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
夫
銭
仕
組
の
収
入
は
、
各
村
ご
と
に
算
出
さ
れ
た
現
面
役
数
に
、
文

化
一

O
年
以
降
は
遠
賀
郡
で
は
一
人
に
付
六
銭
二
五
匁
、
鞍
手
郡
で
は
六
銭
二
一
匁
を
掛
け
合
わ
せ
た
金
額
で
、
こ
れ
は
四
月
と
一

O
月

の
二
度
に
分
け
て
上
納
さ
れ
た
。
こ
の
分
を
定
格
夫
銭
と
言
い
、
臨
時
夫
銭
と
は
区
別
さ
れ
た
。

定
格
夫
銭
は
寛
政
二
年
三
月
の
「
遠
賀
郡
夫
銭
触
分
建
前
帳
」
で
、
惣
夫
銭
と
引
受
夫
銭
に
二
分
さ
れ
た
。
惣
夫
銭
は
郡
共
通
の
夫
役

に
使
わ
れ
、
触
内
の
み
の
夫
役
に
は
、
引
受
夫
銭
よ
り
出
銭
さ
れ
た
。
惣
夫
銭
は
こ
れ
以
後
、
黒
崎
宿
綿
匡
十
兵
衛
預
り
と
な
り
、
引
受

｛弱》

夫
銭
は
触
内
に
一
人
、
預
り
主
が
い
た
。

寛
政
二
年
の
「
遠
賀
郡
夫
銭
触
分
建
前
帳
」
で
は
、
遠
賀
郡
の
面
役
高
は
六

O
O八
人
で
、
一
人
に
付
六
銭
二
四
匁
の
夫
銭
で
夫
銭
総

高
一
四
四
貫
一
九
二
匁
と
な
り
、
こ
の
内
六
銭
六
一
貫
一
六

O
匁
を
惣
夫
銭
に
、
残
り
六
銭
八
三
貫
三
二
匁
を
四
触
の
引
受
夫
銭
と
し
た
。

そ
の
後
惣
夫
銭
の
割
合
を
増
や
し
て
い
る
。
文
化
一
四
年
、
惣
夫
銭
六
銭
八
七
貫
目
余
、
引
受
夫
銭
六
銭
五
五
貫
目
余
、
残
り
（
予
備
）

六
銭
一
五
貫
目
余
に
分
け
て
い
た
が
、
引
受
夫
銭
に
予
備
が
な
く
差
支
え
る
と
い
う
の
で
、
惣
夫
銭
を
五
ヶ
年
均
し
で
減
じ
、
引
受
夫
銭

を
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。
天
保
一

O
年
修
多
羅
触
の
場
合
、
惣
夫
銭
六
銭
一

O
貫
五
五
匁
余
、
引
受
夫
銭
六
銭
一

O
貫
四
九
匁
余
と
ほ

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

七
五



福
岡
藩
の
夫
役
に
閲
す
る
一
考
察

七
六

｛町）

ぼ
同
額
に
、
天
保
一
四
年
も
同
様
な
割
合
で
あ
っ
た
。

鞍
手
郡
の
場
合
、
文
化
一

O
年
の
惣
夫
銭
六
銭
三
七
貫
目
余
、
引
受
夫
銭
六
銭
二
六
貫
目
余
、
残
り
（
予
備
）
六
銭
六
一
貫
目
余
で
あ

り
、
文
化
一
四
年
は
、
惣
夫
銭
六
銭
七
四
貫
目
余
に
対
し
引
受
夫
銭
六
銭
五
九
貫
目
余
、
残
り
の
備
分
を
六
銭
二
四
貫
目
余
と
分
け
て
い

た
が
、
そ
の
後
遠
賀
郡
同
様
引
受
夫
銭
を
引
上
げ
た
筈
で
あ
る
。
両
郡
共
に
夫
銭
を
使
い
切
ら
ず
に
予
備
費
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
予
備

費
は
貯
え
ら
れ
て
、
溜
り
銭
が
余
分
に
出
来
れ
ば
、
郡
益
に
な
る
普
請
を
行
う
と
い
う
。
こ
の
予
備
費
が
夫
銭
未
納
分
に
、
或
い
は
洪
水

荒
普
請
等
の
臨
時
夫
銭
の
立
替
え
に
利
用
さ
れ
て
、
夫
銭
の
円
滑
な
運
用
に
役
立
っ
た
。

惣
夫
銭
で
賄
わ
れ
る
夫
役
と
は
、
諸
大
名
の
往
来
、
福
岡
藩
主
の
参
勤
上
下
、
「
御
成
」
の
節
の
夫
役
等
、
筑
前
六
宿
を
始
め
各
宿
や
往

還
の
交
通
往
来
に
伴
な
う
夫
役
・
諸
飛
脚
、
郡
家
・
茶
屋
用
の
諸
品
調
達
や
普
請
、
数
触
に
ま
た
が
る
川
波
、
郡
橋
掛
替
、
浜
山
植
立
、

御
山
輪
地
焼
夫
や
若
松
蔵
の
普
請
、
制
札
所
番
所
繕
等
、
定
期
的
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
二
触
以
上
に
係
わ
る
普
請
や
宗
旨
帳
面
上
納

の
際
の
召
連
夫
、
黒
崎
漂
流
手
ム
コ
等
で
あ
る
。

一
番
多
く
使
わ
れ
る
も
の
は
文
化
一
四
年
を
例
に
あ
げ
る
と
、
遠
賀
郡
で
は
「
参
勤
御
上
下
底
井
野
御
成
之
節
内
夫
飛
脚
井
入
用
品
・

橋
・
溝
凌
」
に
六
銭
一
七
貫
目
、
「
黒
崎
問
屋
場
御
代
官
謹
拠
渡
」
に
六
銭
六
貫
五

O
O匁
と
、
交
通
通
信
夫
役
関
係
に
使
わ
れ
る
夫
銭
が

多
か
っ
た
。

鞍
手
郡
で
も
同
年
、
「
木
屋
瀬
宿
開
通
投
渡
銭
井
宿
馬
強
料
」
に
六
銭
三
一
貫
目
余
、
「
御
代
官
諸
飛
脚
問
屋
場
諸
臨
時
」
に
六
銭
七
貫

日
余
、
「
御
参
J

勤
上
下
底
井
野
御
成
内
夫
諸
飛
脚
井
諸
品
入
用
」
に
七
貫
目
と
、
や
は
り
交
通
往
来
に
要
す
る
夫
役
が
大
き
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
惣
夫
銭
は
さ
ら
に
惣
夫
銭
・
御
成
夫
銭
・
普
請
用
と
に
分
け
ら
れ
、
互
に
過
不
足
分
を
補
填
し
合
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
引
受
夫
銭
で
は
、
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
共
に
触
内
で
の
普
請
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
外
に
大
庄
匡
元
飛
脚
並
び
に
福
岡
在
郷

百
連
夫
、
定
・
臨
時
飛
脚
、
人
馬
通
付
、
免
用
材
木
挽
立
大
鋸
内
夫
賃
銭
と
各
村
の
節
村
賃
銭
に
使
用
さ
れ
た
。
ま
た
引
受
夫
銭
は
普
請

用
、
洪
水
備
、
諸
口
用
と
に
分
け
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
。



以
上
が
定
格
夫
銭
の
支
出
の
建
前
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
遠
賀
郡
で
は
、
面
役
引
と
な
っ
て
い
る
若
松
村
・
山
鹿
魚
町
・
芦
屋
町
・

黒
崎
船
町
の
御
用
夫
銭
投
受
分
（
文
化
一

O
年
で
は
面
役
七

O
一
人
、
六
銭
一
六
貫
八
二
四
匁
）
が
あ
り
、
黒
崎
宿
間
通
・
臨
時
通
共
に

黒
崎
コ
一
ヶ
町
面
役
直
渡
し
分
（
同
年
、
面
役
二
三
O
人
余
、
五
貫
六
七
三
匁
八
分
）
が
あ
っ
た
。

寛
政
二
年
、
惣
夫
銭
と
引
受
夫
銭
と
に
夫
銭
が
分
け
ら
れ
て
後
、
触
単
位
で
責
任
を
も
っ
て
諸
普
請
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
触
夫
の
復
活
で
あ
る
。
格
別
余
分
の
夫
遣
い
が
必
要
な
時
は
、
触
助
合
を
願
出
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
成
ベ
く
触
切
引
受
と
し
、
余

分
の
夫
遣
い
は
二
・
三
年
か
け
て
行
う
様
に
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
洪
水
・
早
魅
等
に
よ
る
用
水
普
請
は
、
定
格
夫
銭
よ
り
渡
し
て
い
た

一
触
一

0
0
0人
迄
は
夫
銭
よ
り
支
払
い
、
そ
の
他
は
「
現
面
役
仕
捨
り
」
と
す
る
こ
と
に
し
た
（
遠

賀
郡
）
。
文
化
一

O
年
の
改
正
で
は
、
洪
水
荒
諸
普
請
は
原
則
と
し
て
現
夫
仕
い
と
し
た
が
、
郡
夫
に
よ
る
普
請
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
の

「
願
村
夫
一
順
出
捨
（
遠
賀
郡
）
」
、
「
夫
高
之
内
二
割
村
夫
出
捨
（
鞍
手
郡
）
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
出
捨
分
は
、
そ
の
後
別
な
基
準
を
設

け
て
復
活
し
て
い
る
。

の
で
は
凌
げ
な
く
な
る
と
し
て
、

「
夫
銭
取
立
割
方
帳
」

夫
役
が
定
格
夫
銭
の
範
囲
内
で
賄
な
え
な
い
の
で
、
多
額
の
臨
時
夫
銭
の
徴
収
が
な
さ
れ
た
。
文
化
一

O
年
の
夫
銭
改
定
以
後
、
文
政

（鴎｝

十
一
年
十
月
よ
り
翌
四
月
ま
で
の
夫
銭
四
歩
の
用
捨
等
、
夫
銭
仕
組
の
運
用
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
た
め
、
恒
常
的
な
夫
銭
負
担

を
こ
れ
以
上
課
す
の
は
無
理
と
み
た
藩
は
、
そ
の
後
一
人
当
り
の
夫
銭
（
遠
賀
郡
で
一
貫
五

O
O文
）
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
専

ら
臨
時
夫
銭
で
も
っ
て
徴
収
し
た
。
そ
こ
で
農
民
の
夫
銭
負
担
の
実
態
を
、
遠
賀
郡
修
多
羅
触
の
「
夫
銭
取
立
割
方
帳
」
（
楠
野
家
文
書
）

3 

よ
り
見
て
み
よ
う
。

夫
銭
取
立
高
を
表
6
に
掲
げ
た
。
年
代
が
揃
っ
て
い
な
い
が
、
文
政
期
の
分
は
面
役
人
数
か
ら
、
ま
た
楠
野
太
一
郎
が
こ
の
時
期
戸
畑

村
庄
屋
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
戸
畑
村
の
分
と
見
ら
れ
、
天
保
期
の
分
は
修J
多
羅
村
の
分
で
、
各
々
面
役
一
人
当
り
の
半
期
の
夫
銭
取

立
高
で
あ
る
。
多
い
時
で
二
貫
二
六

O
文
、
少
な
い
時
で
七
七
三
文
。
天
保
期
の
修
多
羅
村
の
夫
銭
の
方
が
多
い
。
こ
の
夫
銭
は
、
村
の

福
岡
藩
の
夫
役
に
閲
す
る
一
考
察

七
七



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

夫銭取立高

年月 1人分の夫銭高

文政元． 4 丁銭 1貫 215文
戸 フc.10 843 
畑 6. 10 773 

村 9. 4 l 050 
9. 10 858 

聖書
天保 12.10 965 
13. 4 2 26.0 
14. 4 l 590 
14.10 l 360 

註「夫銭取立割方振」（橋野家文書1124,
1579 , 1566 , 1557 , 153 , 128 , 160 , 

154）より作成。

表6

七
八

定
格
夫
銭
半
期
分
（
一
人
七
五
O
文
）
と
臨
時
夫
銭
の
合
計
を
面
役
人
数
で

割
っ
た
も
の
で
あ
る
。
臨
時
夫
銭
の
内
容
を
天
保
一
三
年
一

O
月
の
分
よ
り

見
て
み
る
と
、
「
浜
垣
結
普
請
村
夫
一
順
引
、
当
春
薪
払
方
四
人
賃
銭
、
戸
畑

新
堤
普
請
出
夫
一
五
人
分
村
足
し
分
、
村
制
札
場
壁
篠
四
荷
代
、
浦
巡
見
達

当
村
出
銭
分
、
同
若
松
占
有
毛
行
馬
二
疋
賃
銭
、
同
柏
原
行
馬
三
疋
賃
銭
村

足
分
」
等
の
臨
時
の
出
夫
銭
や
郡
夫
普
請
の
際
の
村
出
捨
分
、
「
殿
様
達
排
凡

見
込
分
、
殿
様
参
府
達
大
里
送
り
人
足
五
人
分
、
同
小
倉
送
り
四
人
賃
銭
、

薩
州
様
御
登
達
人
足
一
九
人
」
等
の
臨
時
交
通
夫
銭
、
「
宝
林
院
様
御
塔
引
夫

銭
」
等
国
中
割
分
の
負
担
、
ま
た
「
洪
水
排
夫
銭
本
上
触
へ
払
出
分
」
等
借

金
の
返
済
等
で
あ
る
。
文
化
一

O
年
改
正
の
「
追
加
」
に
よ
る
と
、
「
御
参
勤

御
上
下
」
「
御
成
達
」
の
送
人
馬
は
現
夫
仕
い
の
無
賃
銭
の
筈
で
あ
る
が
、
村
内
で
は
、
こ
れ
ら
無
賃
銭
の
夫
役
（
普
請
の
際
の
村
夫
出
檎

分
も
）
を
も
賃
銭
化
し
て
村
の
夫
銭
負
担
高
に
入
れ
て
い
る
。
面
役
一
人
当
り
の
高
が
決
ま
る
と
、
各
個
人
よ
り
取
立
て
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
、
前
季
半
年
分
の
各
人
の
出
肩
を
差
引
い
て
取
立
て
、
出
肩
の
方
が
多
い
者
へ
は
余
分
の
夫
銭
を
渡
し
た
。

ま
ず
修
多
羅
村
の
夫
銭
負
担
者
を
、
面
役
人
数
の
基
準
と
な
っ
た
「
宗
旨
改
帳
」
、
面
役
引
を
書
上
げ
た
「
面
役
極
帳
」
、
夫
銭
上
納
者

を
書
上
げ
た
「
夫
銭
取
立
帳
」
（
い
ず
れ
も
天
保
一
四
年
分
）
に
よ
っ
て
確
認
し
て
見
た
。

「
面
役
極
帳
」
の
内
、
他
村
へ
奉
公
に
出
て
い
る
者
で
、
「
宗
旨
改
帳
」
に
名
前
が
な
い
者
が
五
名
、
「
夫
銭
割
方
帳
」
で
実
際
に
夫
銭
上

納
し
て
い
る
者
で
「
宗
旨
改
帳
」
に
名
前
が
な
い
も
の

7
名
が
い
る
。
「
宗
旨
改
帳
」
の
一
五

1
六
O
才
の
男
子
総
数
よ
り
面
役
引
さ
れ
て

い
る
者
、
御
家
中
・
他
村
へ
の
奉
公
者
を
除
き
、
他
村
よ
り
の
奉
公
人
四
名
を
加
え
る
と
、
実
際
の
夫
役
負
担
相
当
年
令
者
は
八
一
人
五

分
と
な
り
、
こ
の
年
の
現
面
役
人
数
六
六
人
五
分
よ
り
一
五
名
多
い
。
「
面
役
極
帳
」
で
他
村
よ
り
奉
公
に
き
た
四
名
は
全
く
夫
銭
負
担
し



一
四
才
の
男
子
が
半
人
分
負
担
し
、
若
松
へ
奉
公
に
出
た
筈
の
三
人
が
一
人
分
宛
負
担
し
て
い
る
。
夫
役
負
担
年
令
相
当
の

者
で
負
担
し
な
か
っ
た
者
が
前
期
・
後
期
共
に
二

O
名
宛
お
り
、
こ
の
内
二
人
の
上
層
農
民
が
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
面
役
を
売
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
買
っ
た
の
は
小
田
崎
番
人
の
利
一
家
と
一
・
五
人
宛
の
負
担
を
し
た
平
蔵
家
（
唐
戸
番
）
と
喜
助
家
で
あ
っ
た
ろ
う
。
夫
銭
負

av

《切
V

但
を
除
か
れ
て
い
る
者
に
は
下
層
農
民
が
多
い
。
ま
た
旅
日
雇
の
者
が
半
期
分
を
負
担
し
た
様
で
あ
る
。
新
三
郎
は
前
期
・
後
期
で
四
貫

八
O
O文
を
上
納
し
（
売
面
）
、
一
年
間
の
夫
役
を
免
れ
た
が
、
新
三
郎
家
は
そ
の
年
の
夫
銭
よ
り
も
高
い
額
で
売
面
出
来
る
程
の
上
層
農

民
と
は
一
一
一
日
い
難
く
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
・
一

O
月
期
各
々
の
夫
銭
負
担
数
は
七
一
人
分
と
六
七
・
五
人
分
で
、
面
役
人
数
六
六
人
五
歩
よ
り
多
く
、
前
期
と
後
期
の
人
数
差

も
大
き
い
。
こ
の
年
、
修
多
羅
村
で
は
、
必
要
以
上
の
夫
銭
が
取
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
宗
旨
改
帳
」
「
面
役
極
帳
」
だ
け
で
は
必
ず
し
も
村
の
実
態
を
確
実
に
把
握
で
き
ず
、
前
述
し
た
嘉
麻
郡

赤
坂
触
の
村
が
、
細
か
な
面
役
引
の
基
準
を
持
っ
て
い
た
様
に
、
修
多
羅
村
に
お
い
て
も
、
面
役
人
数
に
合
わ
せ
て
や
や
多
目
に
、
村
内

の
基
準
で
も
っ
て
夫
役
負
担
者
を
選
ん
だ
様
で
あ
る
。

夫
銭
滞
納
者
は
前
期
分
で
一
九
人
（
一
一
軒
、
二
六
・
七
%
）
、
後
期
分
で
六
人
（
四
軒
、
八
%
）
で
、
前
期
四
月
分
の
滞
納
は
後
期
一

O
月
分
に
加
算
さ
れ
、
さ
ら
に
一
二
月
の
「
臨
時
切
立
帳
」
で
清
算
さ
れ
た
。
滞
納
分
に
は
利
子
が
つ
い
た
。

又
、
あ
る
程
度
の
現
夫
仕
い
が
あ
る
様
で
、
上
層
農
民
・
下
層
農
民
に
よ
る
出
肩
の
差
は
な
く
、
む
し
ろ
出
肩
分
の
差
引
の
な
い
二
人

は
無
高
の
者
で
、
他
の
日
雇
労
働
で
得
た
賃
銭
で
夫
銭
納
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前
期
・
後
期
で
未
納
分
の
あ
る
一
人
は
、
日
雇
賃

で
上
納
す
る
約
束
を
、
ま
た
他
の
一
人
は
大
庄
屋
の
召
連
夫
を
務
め
る
こ
と
で
夫
銭
を
完
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

4

「
臨
時
切
立
割
方
取
立
帳
」

農
民
の
夫
銭
負
担
は
以
上
の
外
に
切
増
夫
銭
が
、
臨
時
切
立
分
と
共
に
徴
収
さ
れ
る
。
こ
れ
は
年
貢
の
俵
数
に
か
か
る
。
臨
時
切
立
は

村
入
用
分
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
も
村
夫
仕
い
の
氏
神
社
の
普
請
や
、
諸
上
納
銭
や
帳
簿
の
納
方
の
費
用
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
切
増
夫

て
お
ら
ず
、

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

主



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

｝＼ 。

銭
と
は
「
黒
崎
宿
臨
時
諸
通
御
切
増
夫
銭
」
の
こ
と
で
あ
る
。
天
保
一
四
年
の
修
多
羅
村
で
は
、
臨
時
切
立
銭
八
一
貫
文
余
、
切
増
夫
銭

八
貫
七
六
九
文
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
俵
ニ
付
一

O
七
文
、
二
文
五
歩
が
割
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
年
夫
銭
を
滞
納
し
た
修
多
羅
村
嘉
八
に
は

一
俵
の
年
貢
高
が
あ
っ
た
が
、
臨
時
切
立
と
切
増
夫
銭
共
に
滞
納
し
、
い
ず
れ
も
日
雇
稼
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
外
、
人
馬
仕
組
銭
と
御
用
竹
木
持
出
夫
銭
が
年
貢
米
大
豆
と
共
に
、
諸
上
納
の
中
に
含
ま
れ
一
定
額
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
修
多

羅
触
の
天
保
期
の
人
馬
仕
組
銭
は
六
銭
五
貫
五
六
三
匁
余
で
あ
っ
た
。

5

夫
役
内
容
と
出
肩

夫
銭
仕
組
で
は
夫
役
の
出
肩
に
つ
き
夫
讃
拠
が
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
を
村
単
位
に
集
め
て
「
御
謹
拠
控
（
根
）
帳
」
「
御
謹
拠
送
出
間
通
帳
」

等
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
修
多
羅
触
の
一
年
間
の
夫
役
内
容
と
出
肩
総
数
が
凡
そ
掴
め
る
の
で
、
天
保
八

1
一
O
年
分
を

表
に
し
た
（
表
7
・
8
）。

帳
簿
に
は
夫
役
内
容
に
よ
り
、
惣
夫
（
惣
夫
銭
）
、
普
惣
夫
（
惣
夫
銭
中
の
普
請
口
）
、
普
夫
（
引
受
夫
銭
中
の
普
請
口
）
、
夫
（
引
受
夫

銭
）
、
修
（
修
覆
銭
）
、
成
（
惣
夫
銭
中
の
御
成
口
）
、
郡
（
郡
銭
）
等
が
朱
筆
で
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
夫
銭
を
分
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
夫
銭
以
外
に
郡
銭
や
修
覆
銭
よ
り
も
出
費
さ
れ
て
い
る
。
大
工
や
石
工
の
一
部
の
賃
銭
は
修
覆
銭
よ
り
、
諸
役
人
の

賄
料
の
内
、
内
夫
、
薪
等
は
部
銭
渡
し
と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
出
肩
、
諸
品
持
出
分
が
夫
銭
に
換
算
さ
れ
、
出
夫
賃
銭
は
八
O
文
（
郷

夫
手
伝
夫
・
宿
夫
は
九
O
文
）
、
薪
一
把
三
六
文
、
竹
第
八
文
、
松
葉
か
き
一
二
文
、
明
松
一
把
八
文
、
草
履
五
文
、
大
工
賃
は
二
四
O
文

の
計
算
で
あ
る
。
表
7
で
は
、
各
普
請
箇
所
の
大
工
賃
を
ま
と
め
た
。

引
受
夫
銭
預
り
の
小
敷
村
茂
一
郎
、
郡
銭
・
修
覆
銭
預
り
の
二
嶋
村
伊
七
郎
に
は
、
各
々
給
銭
と
召
連
夫
賃
銭
が
、
御
成
方
受
持
の
畠

田
村
角
一
郎
に
は
給
銭
が
、
御
用
聞
の
枝
光
村
与
平
に
も
そ
の
働
き
に
応
じ
て
夫
銭
よ
り
賃
銭
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
第
7
表
よ
り
天
保
八

・
九
年
の
夫
銭
の
出
銭
状
況
を
見
る
と
、
諸
役
人
の
出
郷
に
伴
な
う
費
用
と
黒
崎
郡
家
・
茶
屋
の
諸
入
用
費
と
諸
役
の
給
銭
等
が
定
期
的

出
銭
で
、
普
請
費
用
は
不
定
期
、
臨
時
の
出
銭
で
あ
る
。



表7 夫役と出肩夫銭
(60文銭立）

福岡藩の夫役に関する一考察

夫役の種類 出銭元 天保 8 天保 9 

諸役人泊賄料 郡 銭 貫565匁5 貫732匁44

諸役人荷物送り舛内夫賃 引受夫銭 3 016 99 4 041 24 

黒崎郡家不断用諸晶代 惣夫銭 678 3 675 69 

黒崎茶屋入用井手伝 ，， 367 98 459 98 

郡圏米積立入用夫 If 436 13 

同諸晶代井賄料 郡 銭 49 23 

岩屋定番井役宅普請 惣夫銭 1 111 74 

同 郡 銭 31 16 

若松村助合銭 惣夫銭 750 

制 キL 場 取 繕 郡 銭 344 65 

同 惣夫銭 160 

若松洲口番所出夫 ，， 18 66 119 99 

同 郷夫賄代 郡 銭 47 33 

浅川村祇園崎普請 惣夫銭 6 66 

山 輸 地 自リ 夫 If 447 98 528 48 

大 工 賃 銭 修覆銭 2 367 4 1 835 

頓田村浜垣普請 普惣夫 181 76 

中原村境川普請 ，， 547 73 

藤木村開作石唐戸仕居 ，， 1 470 59 

江川定格普請 ” 1 442 18 

八 若松村波除囲 ，， 788 65 

有 毛 村 浜 垣 If 485 16 

安 屋 村 浜 垣 ，， 169 66 

乙 丸 村 普 請 引受夫銭 602 79 



夫役の種類 出銭元 天保 8 天保 9 

竹 村 普 請 普 夫 貫 匁 貫544匁93

畠 回 村 普 請 ” 379 39 1 717 79 

藤木 村 普 請 II 33 2 768 39 

向島 村 普 請 II 1 313 83 

浅 JII 村 普 請 ” 151 66 

修多羅村普請 ” 373 

中 原 村 普 請 ” 293 33 

枝光村犬川開作 惣夫銭 522 53 

枝 光 村 普 議 普 夫 248 86 

若 松 村 普 請 ，， 76 8 

払 J ,, 村 普 請 II 2 115 94 

安 屋 村 普 請 ” 571 8 

引受夫銭勘定召速夫 引受夫銭 23 

引受夫銭預り給銭 ” 150 150 

普請方増給銭 ，， 200 200 

諸運上銭上納召連夫 惣夫銭 88 16 

御成方加役給米 郡 銭 30 30 

修覆銭預り苦労銭 修覆銭 100 100 

御郡銭預り苦労銭 郡 銭 100 100 

御用問枝光村与平へ 惣夫銭 65 17 172 49 

備泊代銀納召速夫 ? 23 

修覆銭勘定召速夫 ? 15 33 

大庄屋召速夫 引受夫銭 600 

御帰国達黒時宿渡 郡 銭 91 33 

計 16 838 16 19 131 47 

註． 「御謹拠送出開通帳」 「御謹拠根帳」 「節村井ニ諸給銭人馬賃銭共lζ御謹拠
控」 「御謹拠控帳Jより作成。

福
岡
濯
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

八



表8 各村の出方賃銭
(60文銭立）

考
察

村名 平人均面役数 天保8 天保9 天保10 面平役均1賃人銭の

高須 22人 貫 426匁42 貫 70匁26 
貫 匁 匁
36 66 8 08 

魚町 121 17 326 14 453 99 563 98 3 70 

畠田 21 173 19 634 13 171 05 15 53 

戸畑 171 83 880 62 1 851 57 1 899 49 8 98 

有毛 105 17 1 061 62 1 178 07 469 03 8 59 

山鹿 135 83 830 68 989 97 1 557 84 8 29 

藤木 84 2 215 47 1 452 6 1 800 92 21 70 

若松 (320 33) 818 83 633 71 85.16 (1 60) 

修多羅 62 17 712 37 2 570 24 914 85 22 51 

大鳥居 20 33 201 98 84 72 296 25 9 56 

頓田 78 5 490 32 485 25 164 86 4 84 

ニ嶋 94 5 907 86 1 623 21 118512 13 11 

中原 72 67 1 076 46 1 017 78 984 16 14 12 

小竹 76 67 534 83 1 030 09 146 46 7 44 

払川 23 465 98 453 23 305 79 17 75 

浅 JII 45 813 44 465 59 575 76 13 74 

枝光 87 33 892 16 1 435 33 19471 16 32 

小敷 31 151. 65 82 33 9 06 2 61 

小石 64 33 165 59 767 2 46 2 5 07 

蚤住 38 899 79 528 39 1 068 54 21 90 

塩屋 27 5 515 71 266 18 770 58 18 82 

乙丸 58 67 974 71 365 84 234 45 8 79 

安屡 117 5 434 38 1 008 53 348 46 50.81 

竹並 70 183 04 371 41 209 52 3 64 

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る

八

註． 「御鐙拠送出間通帳」（楠野文書1559,998, 1000），「御謹拠根帳」 （同文書
327），「節村井ニ諸給銭人馬賃銭共ニ御謹拠控l（同658), 「御謹拠控帳」
（同2077）より作成。
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八
四

表
8
は
天
保
八

1
一
O
年
の
修
多
羅
触
各
村
の
出
肩
夫
銭
で
、
各
村
の
受
取
高
で
あ
る
。
若
松
村
は
こ
れ
に
六
銭
七
五

O
匁
の
助
合
銭

を
受
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
平
均
面
役
人
数
は
史
料
の
制
約
上
、
天
保
七
・
九
・
一

O
年
を
平
均
し
た
。
若
松
村
は
現
面
役
人
数
は
面
役

引
さ
れ
て
い
る
が
、
他
と
の
比
較
の
た
め
に
書
上
げ
た
。
天
保
八

1
一
O
年
の
面
役
一
人
分
の
平
均
出
肩
賃
銭
は
六
銭
二
匁
六
分
余

1
二

二
匁
五
分
余
と
な
り
、
一
人
六
銭
二
五
匁
の
定
格
夫
銭
負
担
額
よ
り
も
下
廻
り
、
こ
れ
に
臨
時
夫
銭
も
加
わ
っ
て
い
る
訳
だ
か
ら
、
修
多

羅
触
で
は
専
ら
夫
銭
を
上
納
す
る
方
が
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
般
に
出
肩
を
嫌
う
傾
向
に
あ
り
、
現
夫
仕
い
に
対
し
て
は
「
出
く
す

（邸｝

み
」
や
「
様
々
と
申
立
間
ニ
ハ
作
病
搭
致
次
第
心
得
方
不
宜
」
者
が
い
た
3

従
っ
て
普
請
夫
役
の
場
合
、
日
雇
一
労
働
者
の
分
担
が
か
な
り

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

6 

洪
水
荒
費
請
の
例

農
民
の
夫
銭
負
担
は
定
格
夫
銭
の
み
で
な
く
、
臨
時
夫
銭
の
負
担
が
あ
っ
た
。
こ
の
臨
時
夫
銭
の
中
で
大
き
い
の
が
、
洪
水
荒
仕
一
戻
普

請
に
伴
な
う
出
費
で
あ
っ
た
。
こ
の
負
担
が
一
村
に
集
中
し
な
い
様
に
触
単
位
で
平
均
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
普
請
箇
所
の
少
な
い
村
で

は
出
銭
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

天
保
一
一
年
六
月
、
遠
賀
郡
は
非
常
の
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
郡
全
体
で
普
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
見
積
り
の
基
準
は
、
「
苗
指
致

（制）

出
来
候
迄
ハ
郡
夫
仕
戻
」
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
普
請
終
了
後
、
総
出
夫
数
二
一
万
余
人
よ
り
普
請
村
面
役
一
順
半
と
、
触
中
面
役
二

｛随｝

順
分
が
除
か
れ
た
残
り
が
、
面
役
人
数
を
基
に
し
て
四
触
に
賦
課
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
出
夫
過
多
と
な
っ
た
本
城
触
・
別
府
触
に
対
し
、

下
底
井
野
触
・
修
多
羅
触
よ
り
出
夫
不
足
分
を
一
人
八

O
文
の
計
算
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
修
多
羅
触
は
六
銭
三
六
貫
目
余
を
両
触

に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
修
多
羅
触
も
洪
水
に
よ
る
被
害
で
こ
れ
以
上
の
夫
銭
徴
収
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
洪
水
備
や

（備】

御
成
備
夫
銭
等
の
予
備
費
か
ら
の
拝
借
を
願
い
、
残
り
半
分
は
五
ヶ
年
賦
で
触
内
よ
り
面
役
割
を
も
っ
て
切
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

｛前】

天
保
十
四
年
九
月
の
修
多
羅
触
七
ヶ
村
の
高
汐
被
害
に
よ
る
普
請
で
は
、
脇
触
よ
り
助
合
を
得
て
総
出
夫
数
九
四
四
三
人
余
を
、
触
中

面
役
人
数
と
若
松
・
払
川
・
山
鹿
魚
町
・
戸
畑
各
村
の
用
捨
面
役
人
数
の
七
割
五
分
と
で
負
担
し
た
。
村
々
の
出
不
足
・
出
過
は
一
人
八



O
文
で
村
相
互
間
で
清
算
し
た
。
こ
の
時
、
他
触
の
助
合
人
数
が
予
定
よ
り
五

O
O人
少
な
か
っ
た
た
め
、
一
時
焚
石
益
銭
を
借
用
し
た
。

以
上
の
様
に
修
多
羅
触
で
は
、
天
保
二
年
の
洪
水
郡
排
で
六
銭
三
六
貫
目
余
、
同
一
二
年
の
洪
水
破
損
仕
戻
で
同
二
貫
目
余
と
出
銭

が
続
き
、
一
四
年
の
高
汐
被
害
、
一
五
年
に
も
ま
た
洪
水
に
よ
る
被
害
が
出
た
。
そ
こ
で
「
私
触
下
必
至
与
指
支
難
渋
可
仕
奉
存
候
問
、

色
白
宮

（
略
）
郡
排
不
被
仰
付
候
様
」
と
願
出
た
。
幕
末
に
な
る
に
従
が
い
夫
役
・
切
銭
等
が
嵩
み
、
触
内
の
こ
と
は
な
る
べ
く
触
内
で
始
末
し
、

そ
れ
で
済
ま
な
い
時
は
脇
触
の
助
合
を
得
る
こ
と
に
し
、
遠
賀
郡
全
体
（
四
触
）
で
割
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
安
政
七
年
も

《倒》

「
洪
水
排
当
年
分
丈
ヶ
ハ
触
切
ニ
引
切
相
仕
廻
候
様
」
と
の
達
が
あ
っ
た
。

以
上
、
洪
水
荒
仕
戻
夫
の
触
賦
課
の
例
を
あ
げ
た
が
、

ω郡
夫
に
よ
る
普
請
で
は
、
普
請
村
の
面
役
数
の
一
倍
半
、
触
中
面
役
の
二
倍

の
人
数
が
出
捨
分
と
な
る
。
こ
の
出
捨
分
は
前
述
し
た
様
に
、
村
内
で
は
夫
銭
勘
定
に
加
え
ら
れ
、
補
償
さ
れ
て
い
た
。
山
触
内
で
の
賦

課
で
は
、
若
松
・
山
鹿
魚
町
・
戸
畑
・
払
川
各
村
の
用
捨
面
役
人
数
の
七
割
五
歩
に
も
賦
課
し
て
、
各
村
の
負
相
額
を
減
少
さ
せ
て
い
た
。

川
洪
水
備
等
の
予
備
費
が
非
常
時
の
場
合
貸
付
け
ら
れ
て
、
夫
銭
運
用
を
円
滑
に
し
て
い
る
。
ま
た
焚
石
益
銭
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。

nm】

7
国
役
賦
課
の
例

同
役
と
し
て
総
郡
割
と
な
る
夫
役
に
は
、
巡
見
使
、
奉
幣
使
、
対
州
御
用
や
非
常
時
備
の
夫
遣
い
、
御
塔
引
夫
、
城
下
の
石
堂
橋
・
赤

坂
・
薬
院
土
橋
、
糟
屋
郡
多
々
羅
橋
普
請
等
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
天
保
九
年
の
巡
見
使
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

天
保
九
年
、
九
州
七
国
二
島
巡
見
使
曽
我
又
左
衛
門
・
大
久
保
勘
三
郎
・
近
藤
勘
七
郎
の
三
使
は
、
四
月
二
八
日
に
若
松
に
上
陸
し
、

円
同
・
赤
間
・
青
柳
・
姪
浜
を
経
て
閏
四
月
四
日
に
深
江
に
到
着
、
そ
れ
よ
り
九
州
各
国
を
巡
り
、
帰
路
は
宰
府
に
八
月
一

O
日
に
入
つ

門司｝

て
、
秋
月
・
飯
塚
を
経
て
黒
崎
に
一
六
日
に
到
着
し
、
二
四
日
に
若
松
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

こ
の
前
後
、
ゴ
．
使
節
の
通
過
に
伴
な
う
夫
役
人
数
・
経
費
は
膨
大
な
も
の
で
、
殊
に
遠
賀
郡
で
は
泊
所
と
な
っ
た
若
松
・
戸
畑
・
黒
崎

前
作
び
に
黒
崎
代
山
口
附
の
手
入
、
港
の
普
請
、
一
里
塚
や
道
筋
の
手
入
、
江
川
筋
板
橋
の
取
除
け
や
助
連
五

O
挺
の
仕
調
え
、
江
川
筋
所

々
地
行
取
除
き
、
街
々
茶
屋
の
作
事
等
、
数
々
の
普
請
や
諸
品
の
運
搬
、
さ
ら
に
遠
賀
郡
内
で
の
滞
在
が
長
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
賄
料
や

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察
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五



表9 「御巡見使遥出夫惣郡割方帳」

(A) (B) 

万 人 遠賀・鞍手郡の内訳

総
出 夫 数 88 8355 45 

面役人数 5 1139 142 出 夫 数 27万1975人0325 
郡
1人に付 17 37134 面役人数 6905 遼

万 人 割当人数 11 9949 1 

遺 出 夫 数 32 1875 64 賀 動 過 分 15貫2025匁9358 
賀 面役人数 1 3580 5 同 夫 銭 202 701 25 ． 
割当人数 23 5911 48 郡 役所δ受取 155 718 77 鞍

手 動 過 8 5964 16 残 夫 銭 制46 982 46 
郡 同 夫 銭 114貫618匁87 

万 人 出 夫 数 .j199oif'oo15 

上嘉 出 夫 数 12 4437 56 鞍 函役人数 6675 5 
座穂 面役人数 1 2215 9 割当人数 11 5962 38 ．． 
割当人数 21 2206 55 6 6061 77 下穂 手 勤 不 足

座波 動不足 8 7768 99 同 夫 銭 88貫082匁36 

郡 同 夫 銭 117寅025匁32 郡 役所δ受取 6 939 57 

万 人 計 （→95 021 93 
出 夫 数 18 8097 78 

両宗
函役人数 1 1080 75 註．夫銭は六O文銭

粕
割当人数 19 2487 47 栂野文書（1147）より作成。

屋像
動不足 4389 69 

郡
同夫銭 5震852匁92 

万 人

那夜 出 夫 数 17 0361 54 

珂須 面役人数 8033 63 
．． 
割当人数 13 9554 91 

席御
回笠 動過分 3 0806 63 

郡 同 夫 銭 41寅075匁5 

万 人
早志 出 夫 数 6 0854 2 

良摩 面役人数 6228 362 
． 
割当人数 10 8194 99 

恰

土 動 不 足 4 7340 79 

郡 同 夫 銭 63貫121匁06 

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察
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諸
役
人
の
出
役
に
伴
な
う
経
費
等
が
嵩
ん
だ
。

巡
見
使
下
向
に
先
だ
っ
て
、
前
年
の
二
月
よ
り
諸
々
の
調
査
・
夫
数
の
見
積
り
が
行
な
わ
れ
、
巡
見
使
下
向
帰
路
共
に
「
夫
役
ハ
勿

論
諸
品
迄
も
悉
皆
夫
役
之
指
引
ニ
い
た
し
、
追
而
ハ
惣
郡
わ
り
之
仕
法
」
と
す
る
事
ゃ
、
「
此
節
之
御
用
筋
掛
り
合
無
之
郡
々
ハ
現
夫
出
方

無
之
候
ゆ
へ
、
耕
一
之
上
夫
銭
斗
指
出
候
而
難
渋
－
一
存
、
現
役
目
相
勤
夫
銭
少
々
指
出
度
望
候
も
の
も
候
ハ
＼
大
庄
匡
共
才
覚
を
以
成
丈

難
渋
無
之
様
可
取
斗
候
事
、
右
之
方
ニ
付
、
提
－
一
弱
人
馬
出
－
一
而
ハ
不
斗
人
馬
入
方
相
増
、
惣
郡
之
障
ニ
相
成
儀
ニ
付
、
勿
論
一
四
才
以

内
世
》

ド
六
一
才
以
上
之
面
役
外
ニ
候
も
の
、
曽
而
指
出
申
間
敷
候
事
」
と
「
夫
役
定
書
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
夫
数
の
総
量
が
多
い
こ

と
か
ら
、
屡
々
現
夫
が
要
求
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
黒
崎
代
官
所
か
ら
の
要
望
（
一
五

O
O余
人
巡
見
使
分
、
六
九

O
人
不
断
用
）
の
場
合

な
ど
、
不
断
用
と
臨
時
用
の
夫
仕
い
が
重
な
っ
て
一
時
的
に
多
数
の
夫
役
が
必
要
と
な
る
と
、
受
負
う
者
も
い
ず
、
現
夫
仕
い
と
な
ら
ざ

内首】

る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
修
多
羅
と
本
城
両
触
に
重
い
負
担
が
か
か
る
の
で
、
四
触
割
を
願
っ
て
い
る
。

巡
見
使
用
の
諸
費
用
は
天
保
一
一
年
に
漸
ゃ
く
清
算
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
一
部
は
大
庄
匡
才
覚
で
借
金
し
て
い
た
。
清
算
の
次
第
は

表
9
の
様
で
あ
っ
た
。

出
夫
過
多
は
遠
賀
・
鞍
手
郡
と
那
珂
・
席
田
・
夜
頑
・
御
笠
四
郡
の
二
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
過
不
足
分
が
代
銭
で
も
っ
て

谷
地
域
間
で
清
算
さ
れ
た
。
さ
ら
に
遠
賀
・
鞍
手
郡
の
内
訳
を
見
る
と
、
遠
賀
郡
が
一
五
万
人
余
の
出
過
で
、
鞍
手
郡
は
六
万
人
余
の
出

不
足
で
あ
っ
た
。
遠
賀
郡
の
出
過
分
は
代
銭
に
し
て
六
銭
二

O
二
貫
目
余
。
こ
の
内
郡
役
所
よ
り
渡
し
済
み
の
分
を
除
い
た
残
り
、
六
銭

円
七
百
日
程
が
年
賦
で
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
鞍
手
郡
の
場
合
は
、
出
不
足
分
の
六
銭
八
八
貫
目
余
の
内
、
四
七
貫
目
程
を

遠
賀
郡
に
：
・
ヶ
年
賦
で
返
済
し
、
残
り
は
郡
役
所
へ
年
賦
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
様
に
巡
見
使
ド
向
帰
路
の
際
の
夫
役
負
担
の
例
や
遠
賀
郡
の
夫
銭
の
基
礎
と
な
っ
た
一
人
の
出
肩
が
他
郡
よ
り
多
い
こ
と
か
ら

み
て
も
わ
か
る
様
に
、
遠
賀
郡
は
た
役
負
但
の
重
い
地
域
で
あ
っ
た
。

福
岡
務
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察
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七
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岡
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八
八

ま

と

め

福
岡
藩
の
夫
役
政
策
は
、
飢
鐘
後
の
農
村
復
興
に
際
し
、
労
働
力
の
確
保
の
点
か
ら
夫
役
負
担
可
能
な
者
全
て
を
把
握
し
よ
う
と
し
て

元
文
四
年
に
面
役
制
を
採
用
し
、
農
民
階
層
の
分
化
が
進
行
し
て
い
く
中
で
、
夫
役
の
代
銭
納
化
（
夫
銭
仕
組
）
が
進
め
ら
れ
、
夫
役
の

一
部
が
請
負
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
夫
役
徴
発
過
程
の
簡
素
化
と
常
時
人
馬
を
確
保
出
来
る
と
い
う
点
か
ら
、
ま
た
現
夫
仕
い
を
嫌
う
富
有

層
や
商
人
・
職
人
層
の
要
求
と
も
一
致
し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
。

夫
銭
仕
組
は
遠
賀
・
鞍
手
両
郡
内
と
筑
前
六
宿
の
人
馬
仕
組
等
限
ら
れ
た
中
で
し
か
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
遠
賀
・
鞍
手
郡
で

実
施
さ
れ
た
夫
銭
仕
組
も
、
実
際
は
代
銭
納
と
現
夫
仕
い
の
抱
き
合
わ
せ
で
、
出
肩
に
対
し
て
は
相
対
の
日
雇
賃
銭
よ
り
低
い
賃
銭
が
支

払
わ
れ
、
出
肩
分
は
夫
銭
上
納
の
際
差
除
か
れ
た
。
夫
役
の
代
銭
納
化
が
建
前
で
あ
っ
た
の
で
、
夫
役
一
切
が
銭
勘
定
さ
れ
、
そ
の
賦
課

の
仕
方
は
現
夫
仕
い
の
他
郡
よ
り
も
簡
単
で
あ
っ
た
。

遠
賀
・
鞍
手
郡
の
「
面
役
帳
」
が
男
子
数
の
四
歩
五
厘
引
を
用
い
て
夫
役
負
担
者
を
大
雑
把
に
し
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
事
が
示
し
て

い
る
様
に
、
「
宗
旨
改
帳
」
と
「
面
役
極
帳
」
の
み
で
は
農
村
内
の
夫
銭
負
担
者
の
実
態
は
と
ら
え
難
く
、
村
独
自
の
賦
課
基
準
が
別
に

あ
っ
た
様
で
あ
る
。
た
だ
、
大
圧
屋
・
圧
屋
・
組
頭
と
い
っ
た
上
層
農
民
の
一
部
は
面
役
引
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
上
層
農
民
は
売
面
に

よ
っ
て
現
夫
仕
い
を
免
れ
、
虚
弱
者
・
極
貧
者
も
負
担
能
力
な
し
と
見
倣
さ
れ
て
除
か
れ
た
た
め
に
、
実
際
の
負
担
者
は
村
民
の
多
数
を

占
め
る
中
層
・
下
層
農
民
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
し
か
も
そ
の
中
か
ら
村
の
面
役
人
数
よ
り
少
し
多
目
の
人
数
が
実
際
の
夫
銭
負
担
者
と

し
て
選
択
さ
れ
た
。

夫
銭
仕
組
が
遠
賀
・
鞍
手
郡
に
お
い
て
長
く
継
続
し
た
理
由
と
し
て
、
村
で
は
面
役
人
数
よ
り
多
目
に
夫
銭
を
課
し
て
夫
銭
を
確
保

し
、
徴
収
し
た
夫
銭
中
に
は
洪
水
備
等
の
臨
時
費
を
貯
え
て
い
た
事
、
ま
た
後
期
に
は
焚
石
益
銭
等
の
村
救
銀
が
活
用
出
来
た
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
夫
銭
に
よ
る
出
肩
へ
の
賃
銭
支
払
い
や
、
そ
の
他
遠
賀
・
鞍
手
郡
に
は
、
焚
石
等
の
鉱
山
、
宿
駅
、
商
品
生
産
物
の
流
通



し 経
路
で
あ
っ
た
遠
賀
川
流
域
や
若
松
・
芦
屋
等
の
港
湾
等
で
の
広
汎
な
日
雇
労
働
の
存
在
が
、
日
雇
一
・
遊
民
層
の
生
活
維
持
を
可
能
に

一
部
地
区
へ
の
人
口
の
集
中
化
を
も
た
’
り
し
た
。
天
保
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
農
民
層
の
分
解
は
さ
ら
に
進
行
す
る
が
、
夫
銭
仕
組

が
そ
の
一
要
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔註〕（
1）
 

（

2）
 

（

3
）
 

「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
明
和
七
・
九
・
二

O
（
『
福
岡
県
史
資
料
第
四
』
）
。

秀
村
選
三
「
近
世
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態
｜
福
岡
藩
に
つ
い
て
｜
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
5
号
昭
剖
）
、
「
福
岡
藩
に

お
け
る
夫
役
の
賦
課
法
と
規
則
夫
名
H
藩
権
力
の
一
考
察
」
宮
本
文
次
編
『
藩
社
会
の
研

Z
昭
お
所
収
。
）
こ
の
外
、
能
美
安
男
「
夫
銭
仕

組
に
つ
い
て
の
若
干
」
（
記
録
一
五
昭
必
）
、
西
村
卓
「
福
岡
藩
後
期
に
お
け
る
「
普
請
」
政
策
」
（
『
福
岡
県
史
』
研
究
編
福
岡
藩
村
昭
印
）

等
の
研
究
が
あ
る
。

柴
多
一
雄
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
福
岡
藩
の
財
政
構
造
」
『
九
州
史
学
』
臼
昭
臼
）
、
同
「
幕
藩
制
中
・
後
期
農
村
支
配
機
構
に
関
す
る
一
考

察
｜
福
岡
藩
五
郡
奉
行
制
を
中
心
に
」
（
『
九
州
史
学
』
倒
昭
臼
）
、
野
口
喜
久
雄
「
文
化
期
の
福
岡
藩
藩
政
財
政
政
策
を
中
心
と
し
て
」

（
『
福
岡
県
史
』
近
世
研
究
編
福
岡
藩
付
昭
問
所
収
）
0

柴
多
一
雄
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
福
岡
藩
の
財
政
構
造
」
。

野
口
喜
久
雄
「
天
明
・
寛
政
期
の
福
岡
藩
」
（
九
大
教
養
部
「
歴
史
学
・
地
理
学
年
報
」

2

昭
臼
）
。

「
免
奉
行
郡
代
中
受
持
之
儀
無
覆
蔵
申
談
人
夫
仕
ひ
井
普
請
等
之
儀
入
念
可
申
事
」
享
保
一
八
・
七
・
二

O
。
「
郡
修
覆
米
銀
（
略
）
此
以
後
一
ヶ

年
銀
米
斗
を
受
候
て
払
相
立
可
申
之
事
」
元
文
元
・
八
・
七
。
「
郡
々
普
請
免
奉
行
不
罷
出
候
付
小
破
損
た
り
共
修
覆
仕
候
様
」
元
文
二
・
二
・

八
。
「
隣
国
御
大
名
方
御
領
中
御
通
路
之
節
宿
々
人
馬
賃
銭
渡
方
無
指
間
様
」
同
・
二
・
二
三
。
「
御
国
中
宿
々
諸
通
之
節
人
馬
差
出
之
儀
ニ
付
御

達
之
事
」
寛
保
三
・
六
・
二

O
。
「
郡
々
人
馬
百
仕
方
其
外
普
請
之
節
等
夫
仕
之
儀
」
同
・
一
一
・
因
。
「
郡
々
諸
方
普
請
之
節
木
材
換
立
伐
立
等

之
儀
郡
夫
召
仕
之
儀
」
同
・
一
一
了
一
八
（
「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
）
等
々
。
寛
保
三
年
「
御
定
」
（
楠
野
家
文
書
三
二
五
）
。

「
去
年
人
別
役
目
に
相
成
」
元
文
五
・
四
・
一
八
（
「
福
岡
藩
郡
’
堂
附
記
録
」
）
。

秀
村
選
三
「
福
岡
藩
に
お
け
る
夫
役
の
賦
課
法
と
規
則
」
。

秀
村
選
三
「
近
世
北
九
州
農
村
に
於
け
る
奉
公
人
の
供
給
事
情
」
（
宮
本
又
次
編
『
九
州
経
済
史
研
究
』
昭
お
所
収
）
。
藤
村
潤
一
郎
「
福
岡
日
雇

（

4）
 

（

5）
 

（

6）
 

（

7）
 

（

8）
 

（

9）
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岡
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岡
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九。

支
配
・
大
坂
通
日
雇
寓
屋
喜
平
次
に
つ
い
て
」
（
史
料
館
研
究
紀
要
8

（
叩
）
（
日
）
秀
村
選
三
「
福
岡
藩
に
お
け
る
夫
役
の
賦
課
法
と
規
則
」
。

（
ロ
）
「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
元
文
四
・
＝
了
一
八
。

（
臼
）
「
福
岡
藩
郡
盤
附
記
録
」
寛
保
三
・
四
・
一
八
。

（M
）
「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
寛
保
元
・
正
・
二
八
。

〈
日
）
柴
多
一
雄
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
福
岡
藩
の
財
政
構
造
」
。

（
凶
）
「
一
徳
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
宝
暦
三
了
四
・
一
。

（
口
）
「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
宝
暦
二
・
三
・
二
七
、
同
一

0
・
＝
了
一
二
。

（
時
）
吉
野
清
人
「
筑
前
宗
像
の
一
家
事
記
録
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
八
・
九
合
併
号
昭
お
）
で
は
、
大
庄
屋
一
四
人
、
庄
屋
一

O
人
の
面

役
引
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
鞍
手
町
誌
』
頁
五
四
O
に
は
、
庄
屋
の
引
役
一

O
人
の
史
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
庄
屋
の
給
米
は
五

O
俵
か
ら
一

O
O俵
に
、
－
庄
屋
給
米
も
増
や
さ
れ
た
。
大
庄
屋
、
－
庄
屋
の
給
米
値
上
げ
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
五
郡
奉
行
に
よ
る
農
村
の
直
接

支
配
に
よ
っ
て
郡
方
役
人
も
減
ら
さ
れ
、
し
か
も
郡
奉
行
は
福
岡
に
在
住
し
て
い
る
の
で
、
「
大
庄
屋
・
庄
屋
を
中
心
と
す
る
村
役
人
を
、
一
層

強
力
に
支
配
機
構
の
末
端
に
組
み
込
み
、
郡
方
下
役
人
の
職
務
の
一
部
を
彼
ら
に
委
ね
て
い
っ
た
。
」
こ
と
に
よ
る
（
柴
多
一
雄
氏
説
）
。

（
凶
）
「
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
」
宝
暦
一
＝
了
一

0
・
一
二
。

（
加
）
『
宮
田
町
史
』
上
沼
田
頁
五
六
一
。
近
藤
典
二
「
筑
前
領
内
宿
駅
の
助
郷
に
つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
一
五
八
昭
お
）
。
人
馬
仕
組
の
開
始
年
を

前
者
は
延
享
四
年
、
後
者
は
同
五
年
と
し
て
い
る
。

（
幻
〉
「
（
仮
）
紬
帳
」
（
古
野
家
文
書
二
五
一
九
）
。

（
盟
）
九
州
大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
。

（
泊
〉
「
遠
賀
郡
夫
遺
定
書
」
に
は
、
「
大
工
・
大
鋸
共
ハ
夫
銭
指
出
候
而
茂
面
役
遁
度
希
ひ
之
由
栴
聞
へ
、
右
類
又
ハ
無
拠
次
第
可
願
出
候
詮
儀
之
上
夫

銭
出
さ
せ
面
役
可
指
除
候
」
と
あ
り
、
ま
た
「
芦
屋
町
ハ
都
而
商
人
故
役
目
ニ
罷
出
候
儀
及
難
儀
候
ニ
付
依
願
去
ル
未
ノ
年
（
宝
暦
一
三
）

S
夫

銭
指
出
シ
面
役
除
り
来
候
」
と
あ
る
。

松
崎
武
敏
所
蔵
文
書
（
福
岡
県
立
図
書
館
複
写
版
）
。

古
野
清
人
「
筑
前
宗
像
の
一
家
事
記
録
」
。

三
苫
家
文
書
二
八
八
五
（
九
大
教
養
部
玉
泉
館
蔵
）
。

昭
印
）
。

（剖）
（お）
（鉛）



（幻）
（お）
（却）
（初）34 33 32 31 

秀
村
選
三
「
近
世
中
・
後
期
福
岡
藩
の
夫
役
制
度
に
関
す
る
資
料
」
（
経
済
学
研
究
四
五
の
二

前
掲
秀
村
選
三
氏
の
「
資
料
」
。
『
増
補
改
訂
遠
賀
郡
誌
』
上
頁
二
五
一
昭
お
。

前
掲
柴
多
一
雄
氏
・
野
口
喜
久
雄
氏
論
文
。

野
口
喜
久
雄
「
文
化
期
の
福
岡
藩
藩
政
」
。
『
富
田
町
史
』
上
頁
六
九
三
。
「
郡
浦
御
用
頭
付
」
（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
五
一
七
、
九
州
文
化
史
研

究
施
設
蔵
）
。

文
政
元
年
冬
の
鞍
手
郡
上
有
木
村
の
村
方
騒
動
も
「
夫
銭
割
方
ニ
不
道
利
有
之
」
が
原
因
で
あ
っ
た
（
『
宮
田
町
史
』
上
頁
六
九
七
）
。

「
郡
浦
御
用
頭
付
」
文
化
九
・
四
・
一
四
。
「
郡
方
御
用
」
（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
五
二
ニ
）
。

前
掲
秀
村
選
三
氏
「
資
料
」
。

「
鞍
手
郡
宮
田
村
村
夫
紬
帳
」
文
化
一

O
（
吉
柳
文
書
松
崎
武
敏
所
蔵
文
書
）
や
「
鞍
手
郡
上
境
村
村
夫
軸
帳
」
（
直
方
市
立
図
書
館
蔵
）
が
あ

る。前
掲
秀
村
選
三
氏
「
資
料
」
。

藤
村
潤
一
郎
「
福
岡
旦
一
支
配
・
大
坂
通
日
一
雇
寓
屋
喜
平
次
に
つ
い
て
」
。

遠
賀
郡
の
夫
銭
が
出
肩
二

O
人
、
賃
銭
八
O
文
で
一
貫
六
O
O文
の
所
を
一
貫
五
O
O文
に
し
た
点
、
ま
た
「
追
加
」
の
中
で
、
「
鞍
手
ハ
凡
拾

八
人
之
積
を
以
同
壱
貫
二

O
O文
と
切
立
高
を
極
た
る
も
の
ニ
候
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
安
永
二
年
以
降
に
、
出
肩
二

O
人
、
賃
銭
六
O
文
の
計

算
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
安
永
期
以
降
の
夫
銭
の
改
定
時
点
よ
り
、
出
一
肩
一
×
賃
銭
を
考
慮
に
入
れ
な
い
一
人
当
り
の
夫
銭
高
が
決
め

ら
れ
る
様
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
の
時
点
で
遠
賀
郡
の
現
夫
仕
い
は
廃
止
さ
れ
、
夫
銭
納
に
変
更
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

柴
多
一
雄
「
幕
藩
制
中
・
後
期
農
村
支
配
機
構
に
関
す
る
一
考
察
」
。
「
郡
役
所
定
」
（
黒
田
文
書
一
八
六
）
。
文
政
七
年
九
月
よ
り
は
、
一
ト
掛
り

郡
代
一
人
、
助
役
一
人
に
な
っ
た
（
「
（
仮
）
万
覚
」
楠
野
家
文
書
二

O
五
三
）
。

「
年
始
御
用
会
控
帳
」
天
保
九
（
楠
野
一
家
文
書
三
一
九
）
。
「
御
用
談
頭
書
」
文
久
二
（
同
文
書
七
九
二
）
等
。

天
保
四
年
、
山
鹿
村
で
は
「
歩
割
」
の
や
り
方
に
不
満
を
抱
い
た
村
人
が
、
「
村
方
才
判
方
不
宣
」
と
庄
屋
を
訴
え
て
い
る
（
「
遠
賀
郡
山
鹿
村
百

姓
浜
中
又
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上
口
上
覚
」
楠
野
家
文
書
一
八
五
五
）
。
ま
た
大
庄
屋
が
庄
屋
中
よ
り
訴
え
ら
れ
て
詮
儀
を
受
け
て
お
り
、
一
、

私
触
下
村
之
内
極
貧
民
之
者
ハ
触
下
へ
居
不
申
連
も
宣
敷
追
払
等
と
申
義
之
事
、
一
、
賄
路
相
好
候
由
之
事
、
一
、
触
下
庄
屋
中
御
用
会
之
節
自

分
貸
方
催
促
致
候
事
、
一
、
触
下
御
免
用
諸
普
請
之
口
夫
積
之
節
、
引
受
夫
銭
欠
略
仕
、
夫
銭
仕
イ
出
大
圧
屋
取
込
候
事
、
一
、
枝
光
村
へ
私
抱

団
地
有
之
、
土
手
筋
夫
銭
ヲ
以
強
メ
候
様
之
事
（
「
（
仮
）
乍
恐
申
上
候
事
」
楠
野
家
文
書
二
ハ
九
七
）
等
の
項
目
に
つ
い
て
弁
明
し
て
い
る
。
こ

昭
日
）
。

（お）
（お）
（訂）

（お）＠恕

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

九



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

九

（

H
U）
 

（位）
（必）

（

H
H）
 

（必）
（必）
（幻）

の
様
な
農
民
間
の
対
立
を
激
化
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
に
、
入
庄
屋
役
の
者
が
受
持
村
に
居
宅
を
移
さ
な
い
事
に
あ
り
、
村
人
と
の
意
志
の
疎
通
を

欠
い
て
村
政
遂
行
の
妨
げ
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
政
六
年
、
藩
は
「
入
役
申
付
候
者
は
堅
三
十
日
限
引
越
、
其
旨
役
所
江
可
申
出
候
、
左

候
ハ
h

引
越
料
相
渡
候
様
可
致
候
」
と
庄
屋
の
転
宅
に
引
越
料
を
出
す
こ
と
に
し
た
。
（
「
御
触
状
写
帳
」
安
政
六
・
七
・
二
六
楠
野
家
文
書
七

三
二
）
。
嘉
氷
三
年
八
月
に
は
修
多
羅
村
安
養
寺
に
農
民
が
立
寵
り
、
安
政
七
年
一
二
月
に
は
、
蛋
住
触
一
二
ヶ
村
の
農
民
が
畠
田
山
へ
打
寄
る

等
の
村
方
騒
動
が
起
っ
て
お
り
（
「
万
諸
控
」
楠
野
家
文
書
一

O
二
一
）
、
安
政
六
・
七
年
に
は
、
郡
代
内
野
太
郎
左
衛
門
に
掛
り
郡
在
住
が
仰
付

け
ら
れ
て
い
る
。
（
「
御
触
状
写
帳
」
安
政
七
橋
野
家
文
書
七
五
三
）
。
若
松
地
区
で
は
、
文
政
六
年
に
小
石
触
よ
灼
聾
住
触
に
代
っ
て
以
後
、

修
多
羅
触
、
蛋
住
触
、
払
川
触
、
本
城
触
と
明
治
四
年
ま
で
に
大
庄
屋
が
六
回
代
わ
っ
た
（
『
若
松
市
史
』
第
二
集
昭
別
）
。

「
底
井
野
御
在
住
御
達
書
写
」
（
楠
野
家
文
書
一
五
六
一
）
。

『
宮
田
町
史
』
上
頁
七
九
二
。

『
宮
田
町
史
』
上
頁
七
九
五
。
「
（
仮
）
覚
」
古
野
家
文
書
一

O
三
六
（
九
州
文
化
史
研
究
施
設
蔵
）
。

「
（
仮
）
諸
普
請
ニ
懸
ル
郡
方
御
法
書
写
」
（
楠
野
一
家
文
書
一
七
八
五
）
。

前
掲
秀
村
選
三
氏
「
資
料
」
。

「
郡
方
御
用
」
三
奈
木
里
田
家
文
書
五
二
二
。

嘉
永
三
年
郡
町
浦
日
用
賃
銭
・
平
日
一
雇
一
は
三

O
O文
で
あ
り
（
前
掲
藤
村
潤
一
郎
氏
論
文
）
、
高
騰
す
る
賃
銭
を
押
え
る
た
め
安
政
七
年
「
下
女

下
男
給
米
、
其
外
国
植
給
、
肥
代
等
都
而
二
割
引
郡
内
申
合
候
事
、
但
銭
半
分
、
米
半
分
ニ
算
用
之
事
」
の
申
合
せ
を
し
て
お
り
（
「
御
触
状
写

帳
」
）
、
元
治
二
年
の
「
中
嶋
井
ニ
名
護
屋
崎
御
台
場
普
請
」
の
旦
夫
は
六
五
O
文
、
七
O
O文
で
あ
っ
た
（
楠
野
家
文
書
一
三
二
二
・
二
二
二

三）。
「
乍
恐
連
名
を
以
御
願
申
上
候
覚
」
（
有
松
家
文
書
五
四
一
）
。
野
口
喜
久
雄
氏
が
天
明
・
寛
政
期
の
政
策
が
本
百
姓
経
営
再
建
策
で
、
文
化
期

の
政
策
を
秩
序
維
持
策
と
と
ら
え
た
の
に
対
し
、
柴
多
一
雄
氏
は
文
化
期
の
農
村
政
策
を
本
百
姓
体
制
の
維
持
・
再
建
策
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
西
村
卓
氏
は
「
福
岡
藩
後
期
に
お
け
る
「
普
請
」
政
策
」
（
『
福
岡
県
史
』
研
究
編
福
岡
藩
付
）
の
中
で
、
「
文
化
一

O
年
段
階
に
新
た
に
再

編
・
強
化
さ
れ
た
夫
銭
仕
組
」
が
、
「
同
期
の
藩
政
改
革
の
意
図
、
即
ち
農
村
支
配
機
構
の
再
編
・
強
化
、
そ
れ
に
よ
る
本
百
姓
体
制
の
維
持
・

再
建
と
い
う
も
の
と
相
即
一
体
し
た
も
の
と
し
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
層
農
民
が
出
肩
よ
り
も
高
い
賃
銭
の
相
対
の
日
雇
労

働
を
好
む
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
農
民
の
土
地
離
れ
と
な
り
、
結
果
的
に
は
夫
銭
仕
組
は
本
百
姓
体
制
の
維
持
・
再
建
策
と
は
矛
盾
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

（特）



（
必
）

（
閃
）

楠
野
一
家
文
書
。

修
多
緩
触
で
は
浦
分
の
面
役
引
が
な
さ
れ
て
い
る
。
戸
畑
村
は
当
初
よ
り
三
五
人
が
面
役
引
さ
れ
て
お
り
、
山
鹿
魚
町
で
は
当
初
六
二
人
の
用
捨

で
あ
っ
た
が
、
文
政
四
年
よ
り
四
七
人
に
、
さ
ら
に
そ
の
後
四
五
人
と
な
っ
た
（
楠
野
家
文
書
一
八
九
七
・
一
八
五
五
）
。
開
作
百
姓
や
困
窮
村

の
面
役
引
も
こ
の
触
の
特
徴
で
、
払
川
村
は
天
保
二
年
よ
り
一

0
ヶ
年
間
面
役
用
捨
と
な
っ
て
い
た
。
若
松
村
は
「
宿
役
井
御
船
御
用
其
外
水

夫
共
年
中
余
分
之
御
役
目
相
勤
候
所
柄
」
に
つ
き
投
受
け
と
な
っ
て
い
た
。

「
組
々
現
面
役
幸
一
日
抜
帳
」
嘉
永
四
（
有
松
家
文
書
二
八
）

「
嘉
麻
郡
赤
坂
触
村
々
作
掛
ヶ
人
数
調
子
書
上
合
帳
」
安
政
五
（
有
松
文
書
一
一
二
五
）
。

「
遠
賀
郡
夫
銭
触
分
建
前
帳
」
寛
政
二
（
一
回
家
文
書
八
、
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
複
写
版
）
、
「
鞍
手
郡
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」
文
化
一

O
（
秀
村
選

三
氏
「
資
料
」
）
、
「
両
郡
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」
文
化
一
四
年
（
中
野
家
文
書
三
三
、
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
複
写
版
）
。

「
遠
賀
郡
夫
遺
定
書
」
。

秀
村
選
三
氏
「
資
料
」
。

安
政
よ
り
慶
応
期
に
か
け
て
の
惣
夫
銭
預
り
は
陣
原
村
末
松
文
九
郎
で
、
大
臣
屋
格
、
苗
字
御
免
が
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
（
「
御
触
状
写
帳
」
楠

野
家
文
書
七
三
二
、
二
ハ
二
四
、
・
一
四
六
五
）
。
天
保
元
年
一
一
一
月
よ
り
一
三
年
四
月
ま
で
修
多
羅
触
の
引
受
夫
銭
預
り
主
は
小
敷
村
茂
一
郎
で
、

辞
め
る
間
際
に
は
勘
定
が
合
わ
な
く
て
詮
儀
を
受
け
て
い
る
（
「
諸
願
書
控
帳
」
橋
野
家
文
書
七
五
一
、
「
諸
御
用
控
帳
」
同
七
六
一
）
。

「
遠
賀
郡
修
多
羅
触
面
役
極
帳
」
（
楠
野
家
文
書
四
二
四
、
四
一
七
）
0

「
両
郡
夫
銭
仕
組
建
前
帳
」

「
遠
賀
郡
修
多
羅
村
御
徳
割
帳
」
天
保
一
一
年
（
楠
野
家
文
書
一

O
一
九
）
よ
り
年
貢
納
入
高
を
み
た
。

天
保
二
二
年
段
階
で
修
多
羅
村
在
住
の
旅
旦
雇
一
人
の
成
年
男
子
は
四
名
お
り
、
そ
の
中
で
も
一
番
長
く
、
天
保
九
年
よ
り
在
住
し
て
い
る
者
が
半

期
分
を
負
担
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
遠
賀
郡
修
多
羅
触
村
々
江
入
込
居
候
旅
日
一
雇
一
国
所
名
元
書
上
帳
」
（
楠
野
家
文
書
四
六
一
）
）
。

嘉
麻
郡
で
は
「
面
役
帳
」
で
面
役
引
し
た
大
庄
屋
元
御
用
状
持
夫
・
百
速
夫
、
普
請
方
や
郡
銭
預
り
主
の
面
役
引
分
を
各
村
に
売
付
け
て
請
負
費

を
捻
出
し
て
い
る
（
「
面
役
米
指
引
之
覚
」
有
松
家
文
書
四
五
・
九
四
三
）
。
ま
た
「
病
者
虚
弱
之
者
面
役
之
勤
難
出
来
者
江
ハ
終
之
夫
銭
ニ
市
売

渡
表
向
之
勤
を
相
助
ケ
候
」
（
「
乍
恐
奉
願
覚
」
同
五
三
九
）
と
あ
る
様
に
、
現
夫
仕
い
の
嘉
麻
郡
で
も
何
ら
か
の
形
で
夫
役
の
代
銭
納
化
を
進
め

て
い
る
。

楠
野
家
文
書
一
六
五
。

（日）
（臼）
（臼）

（日）
（日）

（
部
）

（
閉
山
）

（
回
）

（印）
（印）

（但）
（
位
）

福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

九



福
岡
藩
の
夫
役
に
関
す
る
一
考
察

九
四

（回）
（倒）
（侃）

（
似
山
）

（
町
）

「
年
中
寄
会
帳
」
天
保
一
二
年
（
楠
野
家
文
書
四
O
O）。

「
（
仮
）
達
」
（
楠
野
家
文
書
七
一
三
百
二
）
。

「
（
仮
）
洪
水
荒
仕
廻
目
録
」
（
楠
野
家
文
書
七
二
三
の
三
）
。

「
乍
恐
奉
伺
上
口
上
之
覚
」
（
楠
野
家
文
書
六
九
六
）
。

「修
4
Z維
触
修
多
羅
・
頓
田
・
小
竹
・
小
石
・
若
松
・
戸
畑
・
山
鹿
七
ヶ
村
去
卯
九
月
吉
岡
汐
破
損
所
仕
戻
シ
触
中
夫
排
帳
」
（
楠
野
家
文
書
一

O

二
五
）
。

「
諸
御
用
控
帳
」
（
楠
野
家
文
書
七
六
二
）
。

「
御
触
状
写
帳
」
（
楠
野
家
文
書
七
三
五
）
。

「
郡
方
御
用
」
に
「
御
巡
見
使
奉
幣
使
（
略
）
其
外
非
常
之
夫
仕
者
都
而
御
国
役
」
と
し
て
い
る
。

小
宮
木
代
良
「
幕
藩
体
制
と
巡
見
使
ハ
門

l
九
州
地
域
を
中
心
に
し
て
」
（
『
九
州
史
学
』
七
七
昭
回
）
。

楠
野
家
文
書
三
四
五
。

「
巡
見
上
使
様
御
触
出
一
切
控
」
天
保
八
年
（
楠
野
家
文
書
三
一
一
一
）
。

（関）
（印）

（
初
）

（札）
（

η）
 

（
花
）

て
は
、
松
崎
富
二
子
氏
（
宗
像
市
日
の
里
）
に
多
大
の
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
、
藤
野
保
先
生
、
野
口
喜
久
雄
先
生
、
柴
多
一
雄
氏
の
指
導
を
受
け
た
。
ま
た
吉
柳
文
書
の
閲
覧
に
際
し


